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　　 市制10周年の節目の年　伊豆市の進むべき方向とは
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今月の主な内容

天城山の清流が育む
『伊豆市の花』
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平
成
26
年
第
1
回
伊
豆
市
議

会
定
例
会
に
臨
む
に
あ
た
り
、
施

政
方
針
を
申
し
述
べ
ま
す
。
市
制

10
周
年
に
あ
た
る
本
年
は
、
合

併
以
来
進
ち
ょ
く
の
な
か
っ
た

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
に

し
っ
か
り
と
し
た
道
筋
を
つ
け

る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

政
策
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、
静
岡
県
第

４
次
被
害
想
定
を
踏
ま
え
て
『
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
』
を
進

め
る
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
の
政
策

に
引
き
続
き
『
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
』
に
挑
み
続
け
る
こ
と
が
主

な
柱
に
な
り
ま
す
。
以
下
、
具
体

的
に
申
し
上
げ
ま
す
。

1 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

①
地
震
・
津
波
対
策

　

平
成
23
年
3
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、
国
お
よ

び
県
に
よ
る
被
害
想
定
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
特
に
想
定
津
波
高

の
見
直
し
に
伴
い
、
多
く
の
地
区

で
新
た
な
津
波
対
策
の
取
り
組

み
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

伊
豆
市
に
お
い
て
も
、
土
肥
こ

ど
も
園
へ
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー

建
設
の
ほ
か
、
海
抜
表
示
看
板
な

ど
の
増
設
、
避
難
路
の
整
備
、
避

難
地
の
見
直
し
、
防
災
資
機
材
・

備
蓄
品
の
充
実
な
ど
自
主
防
災

会
と
連
携
し
て
対
応
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
防
潮

堤
の
未
整
備
地
区
で
あ
る
屋
形

海
岸
の
整
備
、
既
存
の
防
潮
堤
の

か
さ
上
げ
に
つ
い
て
も
、
具
体
化

に
向
け
て
県
と
の
協
議
を
促
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
八
木
沢
・
小

土
肥
地
区
で
は
避
難
場
所
の
確

保
が
万
全
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
に
八
木
沢
地
区
、
平

成
27
年
度
に
小
土
肥
地
区
に
そ

れ
ぞ
れ
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
整

備
す
る
ほ
か
、
小
下
田
地
区
へ
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
想
定
し
た
ヘ

リ
ポ
ー
ト
整
備
も
計
画
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
合
わ
せ
、

実
際
の
津
波
被
害
を
想
定
し
た

避
難
誘
導
や
避
難
所
の
運
営
訓

練
の
実
施
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
地
震
・
津
波
対
策
の
計
画
見

直
し
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
対
応

も
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
総
合
的

な
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

②
公
共
交
通
（
路
線
バ
ス
）
確
保

　

広
大
な
市
域
を
持
つ
伊
豆
市

で
は
、
高
齢
者
の
た
め
の
交
通
手

段
の
確
保
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学

手
段
の
確
保
の
必
要
性
か
ら
、
こ

れ
ま
で
も
公
共
交
通
で
あ
る
バ

ス
路
線
を
確
保
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

現
在
、
自
主
運
行
路
線
と
し

て
18
路
線
を
運
行
し
て
い
る
ほ

か
、
３
路
線
を
不
採
算
路
線
対
策

の
補
助
事
業
で
支
援
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
利
用
者
支
援
と
し
て
、

小
中
学
生
通
学
費
の
公
費
負
担
、

70
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

『
い
き
い
き
パ
ス
』
の
導
入
を
既

に
実
現
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度

予
算
に
は
、
新
た
に
高
校
生
を
対

象
と
し
た
通
学
費
補
助
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
合
わ

せ
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育

て
負
担
の
軽
減
と
利
用
者
増
大

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
運
行
本
数
お
よ
び

運
行
時
間
な
ど
の
課
題
を
検
討

し
、
バ
ス
運
行
事
業
者
と
の
協
議

の
場
を
設
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
少
し
で
も
使
い
勝
手
の

良
い
バ
ス
路
線
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

③
子
育
て
、
高
齢
者
支
援

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
の
事
業
と
し
て
『
こ

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
入
院

中
の
食
事
料
』
を
追
加
し
、
ま
た
、

『
発
達
相
談
』
や
『
5
歳
児
健
診

　

２
月
25
日
（
火
）、
平
成
２6
年
第
１
回
伊
豆
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
菊
地
市
長
が
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
１
１
８
７

▲就学前の園児を対象とした『バスの乗り方教室』

事
後
相
談
』
な
ど
、
相
談
回
数
の

増
加
な
ど
を
予
算
に
盛
り
込
み

ま
し
た
。

  

一
方
、
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
予

防
・
在
宅
介
護
の
連
携
体
制
の
整

備
を
目
的
と
し
た
『
在
宅
医
療
連

携
事
業
』
に
新
た
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
ま
で
旧
町
単
位

で
開
催
し
て
い
た
式
典
中
心
の

敬
老
感
謝
祭
を
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
や
す
い
地
区
開
催

と
す
る
た
め
の
『
敬
老
会
補
助

金
』
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

2 

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

①
光
フ
ァ
イ
バ
網
整
備
事
業

　

市
内
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ

網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
高
速
通

信
と
大
量
の
情
報
処
理
が
可
能

と
な
り
、
施
設
予
約
や
税
の
申
告

な
ど
行
政
手
続
き
の
電
子
化
、
画

像
に
よ
る
医
療
相
談
や
健
康
管

理
、
通
信
教
育
や
講
座
受
講
な

ど
、
地
域
間
格
差
を
な
く
し
た
市

民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
と
、
企

業
誘
致
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
や
雇
用
創
出
を
推
進
す
る

た
め
の
環
境
整
備
を
実
現
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
中
伊
豆
地

区
・
中
伊
豆
局
お
よ
び
天
城
湯
ケ

島
地
区
・
青
羽
根
局
の
４
１
７
７

世
帯
を
対
象
区
域
と
し
、
事
業

費
の
う
ち
県
補
助
対
象
事
業
費

４
億
６
３
８
０
万
円
の
４
分
の

１
と
な
る
１
億
１
５
９
５
万
円

が
県
補
助
金
と
し
て
充
て
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
と
同
額
に
加
え
て
、

補
助
対
象
事
業
外
の
整
備
費
用

お
よ
び
維
持
管
理
費
を
事
業
者

が
料
金
収
入
で
賄
え
な
い
額
が

市
の
負
担
と
な
り
、
そ
の
総
額
は

４
億
５
４
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

財
源
と
し
て
は
、
充
当
率
95
％
の

３
億
８
５
１
０
万
円
（
10
万
円
未

満
切
り
捨
て
）
に
つ
い
て
、
70
％

の
交
付
税
算
入
措
置
を
見
込
ん

だ
合
併
特
例
債
を
充
て
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
豆
市
に
お
け
る
光

フ
ァ
イ
バ
網
の
世
帯
カ
バ
ー
率

は
、
平
成
26
年
度
末
で
75
・
65
％
、

平
成
27
年
度
に
湯
ケ
島
局
整
備

で
84
・
94
％
、
平
成
28
年
度
に
土

肥
局
お
よ
び
八
木
沢
局
整
備
で

99
・
33
％
と
な
る
予
定
で
す
。

②
産
業
振
興

　

国
、
県
の
補
助
制
度
を
有
効
に

活
用
し
、
低
迷
す
る
市
内
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
前
年
度

に
引
き
続
き
補
助
率
の
か
さ
上

げ
が
打
ち
出
さ
れ
た
『
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
事
業
』、
着
実
な
成
果
が

見
ら
れ
る
『
環
駿
河
湾
観
光
交
流

活
性
化
事
業
（
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー

の
支
援
）』、『
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
』
お
よ
び
特
産
品
振
興

の
た
め
の
『
椎
茸
生
産
奨
励
金
』

の
継
続
を
新
年
度
予
算
に
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

企
業
立
地
補
助
金
お
よ
び
創
業
者

支
援
補
助
金
の
継
続
を
予
算
に
盛

り
込
み
、
企
業
誘
致
、
創
業
支
援

を
明
確
に
打
ち
出
し
ま
す
。

　

低
迷
す
る
農
業
へ
の
対
策
と

し
て
、
国
の
制
度
を
活
用
し
て
の

経
営
体
育
成
支
援
事
業
や
特
別

栽
培
米
推
進
事
業
の
取
り
組
み

に
よ
っ
て
農
地
保
全
を
図
る
と

と
も
に
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
よ
り

効
果
的
に
進
め
る
た
め
『
地
域
ぐ

る
み
で
実
施
す
る
対
策
』
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
森
林
整
備
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
の
補
助
制
度
の

有
効
活
用
を
図
り
、
市
有
林
の
利

用
間
伐
の
推
進
お
よ
び
林
業
事

業
体
に
対
す
る
高
性
能
機
械
導

入
の
補
助
を
実
施
し
、
林
業
支
援

お
よ
び
森
林
保
全
を
図
り
ま
す
。

3 

美
し
い
環
境
に
囲
ま
れ
た

　

 

ま
ち
づ
く
り

①
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　
工
事
の
進
ち
ょ
く
状
況

　

田
代
地
区
に
建
設
中
の
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

の
進
ち
ょ
く
状
況
で
す
が
、
本
体

工
事
を
昨
年
10
月
に
着
工
し
、
現

在
、
地
階
躯
体
の
工
事
を
実
施
し

て
お
り
今
後
順
次
１
階
、
２
階
と

工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
本
体
工
事
を
本
年
11
月

末
に
完
成
し
、
12
月
か
ら
試
運
転

を
開
始
、
来
年
３
月
に
竣
工
、
４

月
か
ら
供
用
開
始
の
予
定
で
進

め
て
お
り
ま
す
。

②
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設

　

伊
豆
の
国
市
・
伊
豆
市
広
域
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
候
補
地
を
公

募
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

年
３
月
末
に
は
公
募
期
間
が
終

了
し
ま
す
。
そ
の
後
、
７
月
ま
で

に
候
補
地
選
定
委
員
会
で
応
募

申
請
地
に
対
す
る
審
査
を
行
い
、

両
市
に
お
い
て
施
設
建
設
地
を

決
定
い
た
し
ま
す
。

4 

第
２
次
学
校
再
編
計
画

　

平
成
21
年
３
月
に
策
定
し
た

『
伊
豆
市
学
校
再
編
計
画
』
は
、

教
育
委
員
会
で
見
直
し
作
業
が

行
わ
れ
、
昨
日
、『
第
２
次
学
校

再
編
計
画
』
が
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
、
事
業

を
所
管
す
る
教
育
長
に
説
明
さ

せ
ま
す
。

　

以
上
、
主
要
な
施
策
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
が
、
合
併
時
に
作
成

い
た
し
ま
し
た
新
市
建
設
計
画

の
期
間
は
１
年
延
長
し
、
平
成
26

年
度
ま
で
を
事
業
年
度
と
し
て

実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
２６
年
度

か
ら
着
手
す
る
光
フ
ァ
イ
バ
整

備
事
業
や
公
共
施
設
の
再
編
成

な
ど
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
完
了

で
き
な
い
事
業
が
あ
り
、
さ
ら
に

延
長
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
県
と
も
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
長
施
政
方
針

　
市
制
10
周
年
の
節
目
の
年

　 
　
伊
豆
市
の
進
む
べ
き
方
向
と
は

▲汚泥再生処理センター完成イメージ図
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　平成26年度一般会計予算案は、前年度より8億3,700万円
増額の164億6,000万円となりました。
　主な増額要因は、光ファイバ網整備補助事業や恋人岬ボー
ドウォーク改修工事、津波避難塔設置工事のほか修善寺グラ
ウンド大規模改修事業などがあります。
　なお、市民1人当たりの予算は49万1,549円となります。

歳入予算の概要
　市税をはじめ、諸収入、使用料・手数料
など、市が自ら確保することができる収入
である自主財源は、前年度比2億4,977万
円の減額、自主財源比率は3.5ポイント減の
34.9％となっています。
　一方、国庫支出金や地方交付税など、国
や県から交付される収入である依存財源は、
普通建設事業に伴う市債の増などにより、8
億3,700万円の増、歳入に占める割合は
65.1％となりました。
　なお、26年度末の住民1人当たりの市債
借入残高見込は48万3千円となります。
【参考】24年度末40万9千円、
　　　　25年度末見込45万2千円

歳出予算の概要
　経常経費のうち義務的経費は、適正な定
員管理の推進により人件費を1,625万円の
減額と見込んでいますが、扶助費が1億
656万円の増額となることから、合計では
1億1,496万円の増額となりました。
　補助費については、国の『好循環実現の
ための経済対策』に基づく事業などに伴い
2億214万円の増額となり、義務的経費や
物件費などを含めた経常的経費の合計は4
億5,194万円の増額、歳出総額の67.7％
となりましたが、前年度と比較すると0.7
ポイント減少しています。
　投資的経費は前年度比3億9,335万円の
増となり、歳出総額の20.3％となりました。

予算案平成26年度伊豆市

一 般 会 計

147万円

49億3,150万円

3億6,160万円

32億1,780万円

3億9,810万円

12億7,140万円

1億3,910万円

6億6,218万円

5,518万円

3,695万円

26年度予算 内　　　容　　　会　　計　　名

公共用地取得事業特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

水道事業会計（企業会計）

温泉事業特別会計（企業会計）

財産区特別会計（8地区計）

財産貸し付け収入の基金への積み立て

保険給付費など33億113万円
後期高齢者支援金など6億686万円

静岡県後期高齢者医療広域連合納付金3億5,666万円

居宅介護サービス給付費11億4,788万円
施設介護サービス等給付費12億6,334万円

八木沢・小下田簡易水道施設改修工事2億8,686万円
市内17施設の簡易水道などの維持管理

管渠工事（修善寺・中伊豆地区）1億100万円、公債費5億7,183万円

処理場維持管理業務1,605万円、公債費6,927万円

配水施設および水源の維持管理など

土肥地区の温泉施設の維持管理

持越・市山・門野原・吉奈・月ケ瀬・田沢・矢熊・湯ケ島
の各財産区の山林などの維持管理

特別会計・企業会計
　特別会計予算案は、総額103億2,097万円（企業会計・財産
区を除く）を計上。主な事業は、下水道事業の修善寺・中伊豆地
区の管渠工事に1億100万円、簡易水道事業の八木沢・小下田の
簡易水道施設改良工事に2億8,686万円を計上しました。

○新し尿処理施設建設事業……………6億2,528万円
○光ファイバ網整備補助事業…………5億2,135万円
○修善寺駅周辺整備事業………………3億4,051万円
○恋人岬ボードウォーク改修工事……2億3,360万円
○津波避難塔設置工事…………………1億6,800万円
○修善寺グラウンド大規模改修工事…1億4,713万円
○天城小・土肥中体育館天井撤去工事… 4,593万円
○行政消防無線デジタル化事業………… 4,092万円
○高校生通学補助金……………………… 1,950万円
○地域づくり交付金……………………… 1,000万円

当初予算主要事業（一般会計）市債（借金）の状況

基金（預貯金）の状況（一般会計）

一
般
会
計

特
別
会
計

26年度末残高見込額

74億6,888万円
1億2,567万円

85億7,090万円

82億7,698万円

161億6,545万円

57億2,688万円

4億5,010万円

6億6,096万円

18億1,940万円

86億5,734万円

248億2,279万円

　　市　債　名

普通債
災害復旧債

その他

　うち臨時財政対策債

　　　小　　計

下水道事業

農業集落排水事業

簡易水道事業

水道事業

　　　小　　計

　　　合　　計

　『基金』とは、市の預貯金の
ことです。
　市民1人当たりにすると、
20万516円の貯金（※）が残
ることになります。

（※）平成26年2月1日現在の人口33,486人
で計算しています。

　　　基　金　名　　　　 26年度末残高見込額

財政調整基金 　　　　　　 42億1,700万円

減債基金 　　　　　　　5億  595万円

社会基盤環境整備基金　　　   3億4,289万円

環境衛生施設整備基金　　　 10億7,218万円

地域福祉基金、その他　　　　5億7,645万円

　　　合　　計 　　　　　　67億1,447万円

　『市債』とは、市の借金
のことです。
　市民1人当たりにする
と、一般会計、特別会計を
合わせて、74万1,289円
の借金（※）をすることにな
ります。

歳出総額 164億6,000万円

歳入総額 164億6,000万円

● 問合せ／財務課☎（72）9859

自主財源
５７ 億 ４，６９５ 万 ８ 千円

34.9％

依存財源
１０７ 億 １，３０４ 万 ２千円

65.1％

市税
４３ 億 ８，２３３ 万 ７ 千円

26.6％

地方交付税
５０ 億 ４，０００ 万円

30.6％

市債
23 億 2,480 万円

14.1％

地方譲与税
７９６，１００千円

5.2％

繰越金
使用料・諸収入など

１０ 億 ８，２８４ 万 ８ 千円
6.6％

繰入金
2 億 8,177 万 3 千円

1.7％

国庫支出金
１４ 億 ６，３０３ 万 ４ 千円

8.9％

地方譲与税など
７ 億 ９，７００ 万円

4.9％

義務的経費
６４ 億 ２，１７１ 万円

39.0％

投資的経費
３３億４，８７６万６千円

20.3％

その他の経費
１９億６，８２０万７千円

12.0％

扶助費
19 億 774 万 6 千円

11.6％

公債費
14 億 8,000 万円

9.0％

補助費など
20 億 4,847 万 3 千円

12.5％

繰出金
19 億 1,624 万 5 千円

11.7％

物件費
２５ 億 ６，７５７ 万 ５ 千円

15.6％

単独事業
１９ 億 １，９２５ 万 ８ 千円

11.6％

補助事業
１３ 億 ６，６１５ 万 ３ 千円

8.3％

その他
５，１９６ 万 ２千円

0.3％

県営事業負担金
６，３３２ 万 5 千円

0.4％

災害復旧費
３ 万円
0.0％

県支出金
１０ 億 ８，８２０ 万 ８ 千円

6.6％

維持補修費
1 億 526 万 9 千円

0.6％

人件費
30 億 3,396 万 4 千円

18.4％

経常的経費
１１１億４，３０２万7千円

67.7％
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乳
幼
児
期

〇
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
身
に
付
け
る

〇
望
ま
し
い
食
習
慣
の
基
礎
を
作
り
、食
べ

　
る
意
欲
を
高
め
る

〇
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を

食
べ
、
味
覚
の
基
礎

を
育
て
る

〇
お
や
つ
は
量
と
質
、

時
間
を
考
慮
す
る

〇
健
康
な
歯
と
口
腔
機

能
を
育
て
る

学
童
・
思
春
期

〇
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と
望
ま
し
い

食
習
慣
を
身
に
付
け
る

〇
食
に
関
心
を
持
ち
、体
験
を
通
し
て
郷
土

料
理
や
行
事
食
な

ど
地
域
の
食
文
化

を
学
ぶ

〇
自
ら
意
識
し
て
健
康

な
歯
と
口
腔
機
能

を
保
つ

成
人
期

〇
望
ま
し
い
食
習
慣
の
習
得
と
生
活
習
慣

　
病
予
防
の
た
め
の
健
康
管
理

〇
家
族
や
自
ら
の
食
生
活
の
現
状
と
健
康

　
づ
く
り
に
つ
い
て
理
解
す
る

〇
郷
土
料
理
や
行
事
食
な
ど
の
日
本
の
食

文
化
に
関
す
る
意

識
を
高
め
、実
践

す
る

〇
歯
周
疾
患
を
予

防
し
、健
康
な
口

腔
を
維
持
す
る

高
齢
期

〇
自
分
の
体
調
に
合
わ
せ
た
健
康
の
維
持

　
に
努
め
る

〇
郷
土
料
理
や
行
事
食
な
ど
の
日
本
の
食

　
文
化
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
を
家
族
や

　
地
域
に
伝
承
す
る

〇
食
を
通
し
て
人
と

　
交
流
す
る
こ
と
で

　
心
豊
か
な
暮
ら
し

　
を
目
指
す

〇
い
つ
ま
で
も
自
分

　
の
歯
で
食
べ
る
機

　
能
を
保
つ

食
の
生
産
、消
費
、安
全
　

〇
地
場
産
物
に
つ
い
て
理
解
し
、活
用
す
る

　
知
識
を
身
に
付
け
る

〇
生
産
者
と
消
費
者
が
交
流
し
、体
験
に
よ

　
る
食
育
活
動
の
充
実
を
図
る

〇
食
の
安
全
に
つ
い
て
理
解
し
、実
践
す
る

『
第
二
次
伊
豆
し
ょ
く
育
プ
ラ
ン
』

　
　

        

を
策
定
し
ま
し
た
！

　
市
で
は
平
成
２１
年
に
、平
成
２５
年
度
ま
で
の
５
年
計
画
と
し
て

『
伊
豆
し
ょ
く
育
元
気
プ
ラ
ン
』（
伊
豆
市
食
育
推
進
計
画
）を
策

定
し
、食
育
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　『
第
二
次
伊
豆
し
ょ
く
育
元
気
プ
ラ
ン
』で
は
、一
次
計
画
の
基

本
理
念
や
基
本
方
針
を
引
き
継
ぎ
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
基

盤
に
し
な
が
ら
、課
題
解
決
に
向
け
て
食
育
を
推
進
す
る
た
め
の

計
画
と
し
ま
し
た
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎（
７２
）９
８
６
１

100
52

小5　96.3
中1　89.7
小5　34.4
中1　23.1

11.5
27.2
82.4
88.1
86.2
63.8
74.9

79.1

男性　34.5
女性　20.6

89.4
94.7

現状維持
70以上

小5　100
中1　100

小5　50以上
中1　50以上

15以上
50以上
95以上
95以上
95以上
75以上
85以上

90以上

男性　31以下
女性　17以下

95以上
100

乳幼児期

学童・思春期

青年
・
壮年
・
中年期

高齢期

項目 目標値現状値

単位：（％）

　これまでの5年間の取り組みにより、市民の皆さんの朝食摂取率が高くなり、料理に地場産物を利用
するなど食育に関心を持っている人が増えてきました。また、食育キャンペーンやコンテストなどの食
育活動の広がりも見られ、伊豆市の食育は着実に推進しています。
　今後は、生活習慣病予防や食文化の継承など、残されている課題を解決するために、地域の皆さん、
健康づくり食生活推進協議会などの団体、農業協同組合、漁業協同組合、社会福祉協議会などの関係
機関とともに手を取り合って、さらに食育を推進していきます。

『
楽
し
く
食
べ
て
心
身
と
も

に
元
気
に
生
き
る
』

　
市
民
一
人
一
人
が
健
全
な

食
生
活
を
実
践
で
き
、さ
ま

ざ
ま
な
環
境
や
人
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
地
域
と
と
も
に

は
つ
ら
つ
と
し
、い
つ
ま
で
も

元
気
で
い
て
ほ

し
い
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
食
育
の
目
指
す
姿
】

【
食
育
の
目
指
す
姿
】

【
食
育
を
進
め
る
た
め
の
４
つ
の
柱
】

【
食
育
を
進
め
る
た
め
の
４
つ
の
柱
】

【
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

　
　
　
　
　
　
　
食
育
ポ
イ
ン
ト
】

【
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別

　
　
　
　
　
　
　
食
育
ポ
イ
ン
ト
】

【
各
関
係
者
が
連
携
し
て
食
育
推
進
】

【
各
関
係
者
が
連
携
し
て
食
育
推
進
】

【食育目標値】【食育目標値】

市は今後も食育活動に積極的に取り組んでいきます！！
個
人
、家
庭
／

　
食
育
を
進
め
て
い
く
上
で
最
も
基
本
で
あ

り
、生
涯
の
生
活
習
慣
の
基
礎
づ
く
り
の
場

地
域
や
関
係
機
関
・
団
体
／

　
家
庭
と
と
も
に
、生
涯
に
わ
た
っ
て
生
活
を

営
む
拠
点
と
な
る
場

幼
稚
園
、保
育
園
、こ
ど
も
園
／

　
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
の

働
き
掛
け
と
家
庭
へ
の
相
談
の
場

学
校
／

　
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
、望
ま
し
い
食

習
慣
を
身
に
付
け
る
た
め
の
教
育
の
場

行
政
／

　
食
の
現
状
把
握
や
課
題
に
応
じ
た
施
策
、

評
価
を
し
、関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、食

育
を
推
進

〇『
食
』を
大
切
に
す
る
意
識
の
向
上
と
、

　
心
豊
か
な
食
生
活
の
実
現

　
重
点
目
標
／
食
に
対
す
る
関
心
を
高
め

　
て
楽
し
く
食
事
を
す
る

〇
健
全
な
食
習
慣
の
習
得
と

　
心
身
の
健
康
増
進

　
重
点
目
標
／
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
規
則

　
正
し
い
食
習
慣
を
習
得
し
、
バ
ラ
ン
ス

　
の
良
い
食
事
を
す
る

〇
食
を
通
し
た
地
域
の
活
性
化
と

　
食
文
化
の
伝
承

　
重
点
目
標
／
地
場
産
物
を
活
用
し
た
食

　
生
活
を
実
践
す
る

〇
食
育
推
進
運
動
の
体
制
づ
く
り
と

　
地
域
の
中
で
の
食
育
活
動
の
実
践

　
重
点
目
標
／
連
携
・
協
働
に
よ
り
食
育

　
を
推
進
す
る

朝食を毎日食べる幼児の割合
バランスの良い朝食を取る幼児の割合

朝食を毎日食べる児童･生徒の割合

バランスの良い朝食を取る児童･生徒の割合

学校給食で伊豆市産の食材を利用する割合
栄養バランスに気を付けている人の割合
朝食を毎日食べる人の割合
家族と一緒に食事を取ろうと意識している人の割合
毎食野菜を取るよう、意識している人の割合
塩分の取り過ぎに気を付けている人の割合
日常生活に地場産物の利用を意識している人の割合
食育に関心を持っている人の割合
（関心があるおよびどちらかといえば関心がある）

BMI25以上の人の割合（40～50歳代）

朝食を毎日食べる人の割合
おいしく食事ができる人の割合

2014. 47 2014. 4 6



伊豆
市役所

うりぼう

伊豆赤十字病院

伊豆市役所
別館

至修善寺↑

狩野川

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
！

　
 

病
児
保
育
室『
う
り
ぼ
う
』

　「
子
ど
も
の
体
調
が
悪
い
け
れ
ど
仕
事
を
休
め
な
い
、

み
て
く
れ
る
人
も
い
な
い
」。そ
ん
な
と
き
は
、病
児
保
育

室『
う
り
ぼ
う
』を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
伊
豆
赤
十
字
病
院
の
小
児
科
医
師
や
看
護
師
の
協
力

の
下
、隣
接
す
る
保
育
室
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎（
７２
）９
８
６
４

①
こ
ど
も
課
へ
電
話
で
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

※

で
き
る
だ
け
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

②
利
用
当
日
の
８
時
３０
分
か
ら
伊
豆
赤
十
字

　
病
院
小
児
科
で
診
察
を
受
け
ま
す
。

③
病
児
保
育
室
の
利
用

　
利
用
内
容
は
、室
内
遊
び
、看
護
師
に
よ

る
診
察
、食
事
、お
や
つ
、

昼
寝
な
ど
、お
子
さ
ん
の

体
調
に
合
わ
せ
て
過
ご

し
ま
す
。

対
象
児
童
／

満
６
カ
月
〜
お
お
む
ね
１０
歳

利
用
で
き
る
日
時
／

月
曜
日
〜
金
曜
日
８
時
３０
分
〜
１８
時

※

休
診
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
。

対
象
疾
患
／
風
邪
、発
熱
、水
ぼ
う
そ
う
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、骨
折 
な
ど

持
ち
物
／
昼
食
、お
や
つ
、飲
み
物
、薬
、着

替
え
、オ
ム
ツ
、タ
オ
ル
、保
険
証 
な
ど

利
用
料
金（
１
人
１
日
当
た
り
）／

〇
伊
豆
市
民

　
前
年
度
住
民
税
課
税
世
帯…

２
千
円

　
前
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯…

千
円

　
生
活
保
護
世
帯…

０
円

〇
伊
豆
市
民
以
外…

２
５
０
０
円

※

伊
豆
市
民
の
利
用
を
優
先
し
て
、可
能

な
場
合
に
は
市
民
以
外
の
受
け
入
れ
を

し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

困ったわ

　この取り組みは、受動喫煙（たばこを吸わない人が、ほかの人が吸った
たばこの煙を吸い込むこと）を防止し、来庁される人を含め、市民の健康
を守るために実施するもので、5月1日（木）から実施予定です。
　市役所の本庁や各支所へお越しの際は、ご協力をお願いします。　　
　　　　　　　　　　　　　　 　  問合せ／健康増進課☎（72）9861

受動喫煙の健康への影響
　がん、心筋梗塞、脳梗塞、歯周病などさまざまな病気
の原因になる喫煙。受動喫煙により、たばこを吸わない
人の健康にも大きな影響を及ぼします。
　たばこを吸わない女性の肺腺がんリスクは、受動喫
煙なしの人を１とすると、職場など
の受動喫煙1.21倍、家庭からの受
動喫煙1.79倍、職場+家庭の両方
からの受動喫煙1.93倍ものリスク
となります。

今日からたばことサヨナラしませんか？
　禁煙は何歳から始めても効果はあります。1年後、5
年後、10年後の人生が変わります。喫煙習慣の本質は、
ニコチン依存症で『根性』や『気合』で依存症は撃退で
きません。
　今まで自己流禁煙で失敗された人や長年喫煙してい
る人などは、『楽に・確実に・あまりお金をかけずに』禁
煙できる医療機関での禁煙治療や、薬局・薬店での禁
煙補助剤使用をお勧めします。

毎月１日、１１日、２１日、３１日は

本庁、別館および各支所で敷地内全面禁煙を実施します

毎月１日、１１日、２１日、３１日は

本庁、別館および各支所で敷地内全面禁煙を実施します

※健康増進法で受動喫煙防止対策を実施すべきとされ、官公庁など公共的な空間については、原則全面禁煙が望ましいとされています。
　伊豆市では、昨年５月３１日（世界禁煙デー）に、来庁者の協力をいただきながら一日敷地内禁煙を実施しました。

　フリーダイヤルを記載したシール

ステッカーを生きいきプラザ内の各

課および各支所に設置しています。

　

　☎0120（235）124　
～24時間いつでも気軽に相談できる市民専用のフリーダイヤル(無料)～
『伊豆市健康ほっとライン』『伊豆市健康ほっとライン』

問合せ／健康増進課☎（72）9861

　医師、保健士、看護師
などの専門スタッフが市
民の皆さんの相談に応じ
ます。

　緊急時に限らず、日常的
なことでもお気軽にご相
談ください。

　　　　　　介護相談
○介護予防や転倒予防の運動
○床ずれ防止や排せつなど
　介護方法について
○季節に応じた室温・湿度の調整方法

　　　　　出産・育児相談
○食事、運動、生活など
　妊娠中の各種相談
○誤飲や転倒したときの応急処置
○トイレトレーニングの時期や方法、
　おねしょについて

医療相談
○病気の詳しい説明や治療方法、
　必要な検査について
○飲んでいる薬の効能や副作用
○検査データについての説明

健康相談
頭痛、めまい、耳鳴り、吐き気、
手足のしびれ、発疹、発熱など
○何科を受診すべきか
○どんな病気が考えられるか
○応急処置

医療機関情報の提供、
夜間・休日の医療機関のご案内

○病気やケガの症状により、どんな
　医療機関を選べばいいか

　病児保育室の案内、利用に必要な書
類は、こども課、市内の幼稚園、保育園、
こども園、小学校と市ホームページにあ
ります。ぜひご利用ください。

伊豆市小立野36-1
ベルメゾン1階B

おもちゃもたくさん！子どもたちを飽きさせませんおもちゃもたくさん！子どもたちを飽きさせません

パズル遊びなど
子どもに応じて、いろいろな
遊びを一緒にします

パズル遊びなど
子どもに応じて、いろいろな
遊びを一緒にします

私た
ちが
大切
なお子さ

んをしっかりお預かりします！！

申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
方
法

↓至天城湯ケ島

2014. 49 2014. 4 8



農
業
者
の
公
的
な
代
表
で

構
成
す
る
行
政
機
関

　

農
業
委
員
会
は
、『
農
業
委
員

等
に
関
す
る
法
律
』
に
基
づ
い
て
、

市
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
行
政
機
関
で
、
農
業
者
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
農
業
委
員
を
中
心
に

構
成
さ
れ
る
合
議
体
の
行
政
委
員

会
で
す
。

　

伊
豆
市
の
農
業
委
員
は
、
選
挙

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
委
員
20
人

と
、
市
長
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た

委
員
６
人
（
農
業
協
同
組
合
、
農

業
共
済
組
合
か
ら
の
推
薦
に
よ
る

委
員
各
１
人
、
議
会
か
ら
の
推
薦

に
よ
る
委
員
４
人
）
の
合
計
26
人

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
市
の
議
会
に
よ
る

推
薦
の
４
人
は
す
べ
て
女
性
と

な
っ
て
お
り
、
県
内
の
農
業
委
員

会
で
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
確
保
や

適
正
利
用
の
促
進
が
主
な
役
割

　

農
業
委
員
は
、
農
業
者
全
体
の

代
表
と
し
て
、『
農
地
法
』
や
『
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
』
な
ど

の
法
律
に
基
づ
い
て
、
農
地
の
確

保
と
有
効
利
用
の
た
め
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
関

す
る
業
務
の
ほ
か
、
農
業
者
年
金

の
加
入
推
進
、
地
産
地
消
の
食
育

活
動
、
農
地
の
利
用
状
況
調
査
に

よ
り
農
地
の
適
正
利
用
の
促
進
活

動
を
行

う
な
ど

の
役
割

を
担
っ

て
い
ま

す
。

　平成 26 年 4 月 1 日からの消費税率引き上げにより、電気料金など
施設の維持管理にかかる経費が増加することから、公共料金や施設使
用料の見直しを予定します。
　これは、料金を据え置いた場合、その増加分を税金で賄うことにな
り、施設などを使用しない人も負担することになってしまうことから、
消費税率の引き上げに伴う増加分を使用料などへ転嫁することで税負
担の公平性を図るものです。
　主なものは次のとおりです。対象施設や使用料などの詳細について
は、各担当課へお問い合わせください。

消費税率の引き上げに伴い
公共料金や施設使用料を

改定予定です

4 月 1日

から

今後も引き続き、施設などの適正な管理に努めていきますので、
皆さんのご理解ご協力をお願いします。

温泉

遊ぶ

運動

集う

    担当課（問合せ）

学校教育課　☎（83）5471

社会教育課　☎（83）5477

社会教育課　☎（83）5478

産業振興課　☎（72）9910

健康増進課　☎（72）9861
長寿介護課　☎（72）9860

農林水産課　☎（72）9892

上下水道課　☎（83）3900

土肥支所　　☎（98）1111

土地対策課　☎（83）5204

対　　象　　施　　設　　な　　ど
　

【教育施設関係】
　小学校や中学校の運動場や体育館

【スポーツ施設関係】
　運動施設（グラウンド、屋内施設、プール）、
　狩野川記念公園、丸山スポーツ公園

【文化施設関係】
　修善寺郷土資料館、市民文化ホール
　

【観光施設関係】
　萬城の滝キャンプ場、六仙の里、修善寺総合会館
　

【保健福祉施設関係】
　保健福祉センター、城山活動支援センター、
　中伊豆交流センター
　

【農林水産施設関係】
　小川多目的施設、中伊豆体験農園、地域集会施設
　
　下水道料金、農業集落排水施設使用料、温泉スタンド使用料

　温泉使用料　
　
　道路占用料、流水占用料　

農
地
を
守
り
、
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
大
き
な
使
命

 
新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　

３
月
１
日
（
土
）、
任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
長
に
鈴
木
保
行
さ
ん
（
八
木
沢
）、
副
会
長
に
酒
井
新
二
さ
ん
（
大
平
・

本
立
野
・
小
立
野
）
が
選
任
さ
れ
、
地
区
担
当
委
員
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
26
人
の
農
業
委
員
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
（
72
）
９
８
９
４

担　当　地　区　な　ど
大沢・堀切・熊坂・瓜生野
修善寺
大平・本立野・小立野
日向・加殿・田代
牧之郷・柏久保・古川
年川・大野
土肥・小土肥
八木沢
小下田
湯ケ島（宿・大滝・茅野・長野）
湯ケ島（西平・金山）・持越・市山
吉奈・門野原・月ケ瀬・田沢・矢熊
上船原・下船原・青羽根・松ケ瀬
本柿木・大平柿木・佐野・雲金
地蔵堂・原保・菅引・中原戸
戸倉野・姫之湯・貴僧坊・筏場
城・八幡・梅木・柳瀬・宮上
冷川・徳永
上白岩・関野
下白岩
静岡県東部農業共済組合理事  
伊豆の国農業協同組合理事　　
議会推薦
議会推薦
議会推薦
議会推薦

　氏　　名　　　　電 話 番 号
大城成明　　　　（72）2445
遠藤元一　　　　（72）4055
酒井新二　　　　（72）2715
相磯忠男　　　　（72）2917
土屋五郎　　　　（72）3290
小川元平　　　　（72）2911
鳥沢守司　　　　（98）0070
鈴木保行　　　　（99）0132
鈴木衞　　　　　（99）0920
山崎廣行　　　　（85）0318
土屋昭春　　　　（85）0588
堀江良英　　　　（87）0522
飯田政和　　　　（87）0426
長谷川與志衞　　（87）1214
内田政雄　　　　（83）1410
佐藤實 　　　　 （83）0522
佐藤傳　　　　　（83）0540
藤原半　　　　　（83）0908
三田泰男　　　　（83）1222
杉山修　　　　　（83）0319
大川勘太郎　　　（98）0276
水野新吾　　　　（72）0180
山田貴子　　　　（99）0113
塩谷美和子　　　（83）0562
古見梅子　　　　（85）0012
佐野裕子　　　　（72）4581

▲『食育かるた』で食育を推進
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▲国内のトップ選手が集まり、熱のこもったピッチングを披露

 

日
本
代
表
を
目
指
し
て

全
力
投
球
で
ア
ピ
ー
ル

　

2
月
１０
日（
月
）～
１２
日（
水
）、『
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

メ
ッ
カ
』天
城
ド
ー
ム
で
初
の
試
み
と
な
る
日
本
代
表

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
投
手
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
考
会
に
は
、日
本
女
子
リ
ー
グ
１
部
所
属
選
手
を

中
心
に
23
人
の
選
手
が
参
加
。選
考
に
あ
た
っ
た
女
子

日
本
代
表
・
宇
津
木
麗
華
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
や
ス
タ
ッ
フ

か
ら
熱
い
視
線
が
注
が
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
競
技
復
帰

を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

　

2
月
25
日
（
火
）
、
修
善
寺
小
学
校
の
6
年
生
32

人
が
修
禅
寺
の
慈
照
閣
で
岡
本
綺
堂
原
作
の
戯
曲

『
修
禅
寺
物
語
』
の
演
劇
を
公
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
学
習
の
一
環
と
し
て

『
地
元
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
児
童
た
ち
が
継
承
し

て
い
く
こ
と
』
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
、
児
童
た
ち
の
約
1
時

間
に
も
及
ぶ
熱
演
を
見
届
け
ま
し
た
。

『
修
禅
寺
物
語
』
を
熱
演
！

1
年
か
け
て
準
備
・
練
習
し
た
成
果 ▲役に成りきり、熱演する児童たち

▲市長に喜びの報告をした伊藤有菜さん（左）と磯彩美さん（右）

見
事
、
世
界
一
！

市
内
選
手
が
表
敬
訪
問

　

2
月
1
日（
土
）・
2
日（
日
）に
世
界
各
国
の
中
高

生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
全
米
最
大
規
模
の
ダ
ン
ス

大
会『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ダ
ン
ス
・
チ
ー
ム
・
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
』の
シ
ニ
ア
部
門
に
加
藤
学
園
高
等
学
校

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
が
出
場
し
、見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

そ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
出
場
し
た
、同
校

3
年
生
の
伊
藤
有
菜
さ
ん（
柏
久
保
）と
磯
彩
美
さ
ん

（
八
幡
）が
、2
月
28
日
（
金
）に
市
長
の
も
と
を
訪

れ
、喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

世
界
一
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

と
も
に
油
彩
１
０
０
号
の
大
作

▲寄贈いただいた2点「多くの人に見てもらいたい」と話す山下さん

　

3
月
3
日（
月
）、山
下
幸
子
さ
ん（
佐
野
）が
、今
年
度

県
芸
術
祭
美
術
展
で
最
高
賞
の『
芸
術
祭
賞
』を
受
賞
し

た
作
品
な
ど
2
点
を
、市
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
『
芸
術
祭
賞
』を
受
賞
し
た
作
品
の
タ
イ
ト
ル
は
、『
育

ち
ゆ
く
人
に
』。孫
た
ち
を
モ
デ
ル
に
、健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
描
か
れ
た
作
品
は
、と
て
も
温
か
み
の
あ
る
作
品

と
な
っ
て
い
ま
す
。生
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
へ
絵
画
を
2
点
寄
贈

▲同日、天城会館で行われた地元中高生などによる創作ミュージカル

『
文
学
の
郷
』
湯
ケ
島
で
開
催

『
第
17
回
伊
豆
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

　

3
月
2
日
（
日
）
、旧
湯
ケ
島
小
学
校
体
育
館
で

『
第
17
回
伊
豆
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』（
静
岡
県
、

静
岡
県
教
育
委
員
会
、伊
豆
文
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、表
彰
式
と
審
査
員

に
よ
る
文
学
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
で
は
１
月
２６
日
（
日
）に
開
催
さ
れ
た

『
あ
す
な
ろ
忌
』を
皮
切
り
に
同
日
ま
で『
伊
豆
文
学

ま
つ
り
』を
開
催
し
、『
文
学
の
郷
』と
し
て
地
域
独
自

で
数
多
く
の
事
業
を
行
い
、盛
り
上
げ
ま
し
た
。

新
入
生
の
交
通
安
全
を
願
い

黄
色
い
帽
子
・
傘
・
腕
章
を
寄
贈

▲市長に黄色い帽子・傘・腕章を手渡す役員の皆さん

3
月
12
日
（
水
）、『
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
伊

豆
市
内
地
区
協
議
会
』が
市
役
所
本
庁
を
訪
れ
、黄

色
い
帽
子
・
傘
・
腕
章
を
市
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。寄

贈
さ
れ
た
も
の
は
、教
育
委
員
会
を
通
じ
て
市
内
の

新
小
学
生
に
黄
色
い
帽
子
と
傘
が
、新
中
学
生
に
は
、

腕
章
が
配
布
さ
れ
ま
す
。4
月
か
ら
市
内
の
小
学
校

に
１
９
１
人
、中
学
校
に
は
、２
５
５
人
が
入
学
す
る

予
定
で
す
。

新
入
生
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
よ
う
、車
を
運
転

す
る
皆
さ
ん
は
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

は
、日
用
雑
貨
品
、書
籍
、ペ
ッ
ト
、果
て

は
自
動
車
ま
で
も
取
り
引
き
さ
れ
て
い

ま
す
。ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、う
ま
く

利
用
す
れ
ば
欲
し
か
っ
た
商
品
を
格
安

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

次
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
の
出
品
者
に
対
し
、ほ
か

　
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
参
加
者
の
評
価
や

　
出
品
者
自
身
の
自
己
紹
介
な
ど
、限

　
ら
れ
た
情
報
に
よ
っ
て
相
手
の
信
頼

　
性
を
確
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

②
商
品
を
手
に
取
っ
て
確
認
す
る
こ
と

　
が
で
き
ず
、提
供
さ
れ
て
い
る
画
像

　
か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

　
め
、商
品
の
状
態
の
確
認
に
は
限
界

　
が
あ
る
こ
と
　
な
ど

　
こ
の
た
め
、あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ト
ラ
ブ

ル
が
見
ら
れ
ま
す
。ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
は
、こ
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

こ
と
も
十
分
に
認
識
し
た
上
で
、利
用

を
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

　悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
樫
の
実
俳
句
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

俳
　
壇

『ネットオークション』

修善寺東
小学校

修善寺
中学校

藪
椿
川
の
瀬
鳴
り
に
リ
ズ
ム
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　安
部

　功
子

　（
月
ケ
瀬
）

迎
春
花
雨
の
庭
辺
の
音
に
添
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　大
川

　幸
子

　（
市
山
）

あ
れ
持
て
ば
こ
れ
忘
れ
た
り
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　五
十
嵐

　輝
子
（
吉
奈
）

山
峡
の
自
生
山
葵
の
水
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　坪
内

　絹
枝

　（
下
船
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
出
場
の
快
挙

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
出
場
の
快
挙

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

全
国
大
会
出
場
の
快
挙

　
修
善
寺
東
小
学
校
で
は
、三
つ

の『
感
』を
人
と
し
て
持
ち
合
わ
せ

た
い『
心
』と
考
え
、全
教
育
活
動

の
中
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
育
ん

で
き
ま
し
た
。そ
の
中
の
取
り
組
み

の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
の
P
T
A
運
営
委
員
会
で

廃
品
回
収
の
収
益
金
の
使
い
道
に

つ
い
て
検
討
し
た
際
、役
員
さ
ん
か

ら「
子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
高
め

る
音
楽
鑑
賞
を
さ
せ
た
い
」、「
自

分
が
小
学
校
の
と
き
に
見
て
感
動

し
た
劇
を
見
せ
た
い
」、「
い
つ
も
協

力
し
て
く
れ
て
い
る
地
域
の
人
に

感
謝
し
、還
元
し
た
い
」と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
、全
会
一
致
で
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
学
校
で
は
、声
楽
家

や
劇
団
に
出
演
交
渉
、日
程
を
調

整
し
、1
月
31
日（
金
）に『
ラ
・
ル

チ
ー
ナ
』に
よ
る
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
、

2
月
13
日（
木
）に『
劇
団
た
ん
ぽ

ぽ
』に
よ
る
観
劇
教
室
を
行
い
ま

し
た
。オ
ペ
ラ
鑑
賞
会
で
の
ソ
プ
ラ

ノ
&
テ
ノ
ー
ル
。そ
し
て
ピ
ア
ノ
演

奏
で
は
、オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
、日
本
や

外
国
の
名
曲
な
ど
全
10
曲
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
は
驚
き
と
感
動
の
表
情
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
感
性
を

高
め
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
観
劇
教
室『
ゆ
き
と
鬼
ん
べ
』で

は
、子
ど
も
た
ち
が
登
場
人
物
の

生
き
方
に
感
動
し
、『
本
当
の
勇
気

と
は
何
か
?
』に
つ
い
て
考
え
、そ

れ
が『
優
し
さ
』で
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
行
事
も
地
域
の
人
や

保
護
者
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、三
つ
の『
感
』を
大
切

に
し
た
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
の
8
月
23
日（
金
）、袋
井

エ
コ
パ
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
全
国

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、静
岡
県
で
の
開
催

と
い
う
こ
と
で
出
場
枠
が
3
チ
ー

ム
与
え
ら
れ
、県
大
会
で
見
事
3
位

と
な
っ
た
修
善
寺
中
学
校
が
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、修
善
寺
中
学
校
創
立

以
来
、初
の
快
挙
で
す
。

〇
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　
井
村
大
我
部
長
の
コ
メ
ン
ト

　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、皆

さ
ん
の
応
援
と
ご
支
援
の
お
か
げ
で

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。大
会
で
は
死
力
を
尽
く
し

て
強
豪
校
と
予
選
リ
ー
グ
を
戦
い
ま

し
た
が
、決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し

か
し
、対
戦
後
、「
自
分
た
ち
に
も
全

国
レ
ベ
ル
上
位
の
チ
ー
ム
と
互
角
に
戦

え
る
力
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
を
実

感
す
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　私
は
、全
国
大
会
に
出
場
す
る
に

あ
た
り
、そ
の
基
礎
を
作
っ
て
く
だ
さ

っ
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、常
に
心

の
支
え
で
あ
っ
た
家
族
や
チ
ー
ム
メ
ー

ト
、温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
た
、各
大
会
と
も
日
程

が
厳
し
い
中
で
、県
大
会
の
前
日
や
全

国
大
会
の
2
日
目
に
宿
泊
さ
せ
て
い

た
だ
く
な
ど
環
境
整
備
に
ご
支
援
い

た
だ
い
た『
修
中
後
援
会
』の
皆
さ
ん

に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　地
域
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

●
地
域
で
守
ろ
う

『
子
ど
も
の
安
全
』

　
春
は
、入
園・入
学・就
職
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
新
生
活
が
始
ま

り
ま
す
。

　
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
新
1
年
生
を
見
る
と
誰
も

が「
頑
張
れ
！
」と
応
援
し
た
く
な

り
ま
す
。希
望
に
満
ち
た
子
ど
も
た

ち
が
犯
罪
の
被
害
者
に
な
ら
な
い

よ
う
、地
域
が
一
体
と
な
っ
た
見
守

り
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
不
審
者
の
発
生
傾
向
】

①
平
日
の

②
下
校
時
に

③
道
路
で

④
女
の
子
が

⑤
一
人
に
な
っ
た
と
き
に

被
害
に
遭
う
確
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

【
地
域
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
】

〇
子
ど
も
の
下
校
時
間
に
合
わ
せ

　
て
買
い
物
や
散
歩
を
す
る

〇
子
ど
も
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
交

　
わ
す

〇
一
人
歩
き
や
一
人
遊
び
を
し
て

　
い
る
子
ど
も
に
声
を
掛
け
る

【
子
ど
も
自
身
は
】

〇
自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ
る
よ
う

　
に『
い
か
の
お
す
し
』を
学
習
す
る

〇
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
つ

　

●
父
兄
の
皆
さ
ん
、

ご
存
じ
で
す
か
？

　
静
岡
県
警
で
は
、子
ど
も
や
女
性

に
対
す
る
声
掛
け
な
ど
の
不
審
者

情
報
や
身
近
な
犯
罪
情
報
な
ど
を

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

エ
ス
ピ
ー
く
ん
安
心
メ
ー
ル
の
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
！

【
情
報
内
容
】

〇
子
ど
も
や
女
性
へ
の
声
掛
け
な

　
ど
の
不
審
者
情
報

〇
街
頭
犯
罪
の
発
生
情
報

〇
振
り
込
め
詐
欺
の
発
生
状
況

〇
防
犯
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

※
登
録
方
法
は
、県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
防
犯
協
会
よ
り
入
学
祝
い

　
大
仁
警
察
署
管
内
防
犯
協
会
で

は
、伊
豆
市
と
伊
豆
の
国
市
の
新
入

学
児
童（
5
7
2
人
）へ
防
犯
標
語

『
い
か
の
お
す
し
』入
り
文
房
具
セ

ッ
ト
を
入
学
祝
い
と
し
て
配
布
し

ま
す
。

『
い
か
の
お
す
し
』っ
て
何
？

い
か
…
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か

　
　
　
な
い

の
…
他
人
の
車
に
の
ら
な
い

お
…
お
お
き
な
声
を
出
す

す
…
す
ぐ
逃
げ
る

し
…
大
人
に
し
ら
せ
る

　

▲全国大会に出場した男子バスケットボール部の生徒たち

▲体育館内に響き渡る美しい歌声
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保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　元気いっぱい　笑顔いっぱい
◆重点目標　心身ともに健康でたくましい子
　　　　　　素直で思いやりのある子
　　　　　　自分の思いを表現できる子

　　　　　　
　
さ
く
ら
こ
ど
も
園
は
、中
伊
豆
支
所
の
隣
に
位
置
し
、

周
り
に
は
田
畑
が
広
が
り
、自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。０・１
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
１
３
７
人
の
子
ど
も

た
ち
が
毎
日
明
る
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
』や『
元
気
な
あ
い
さ
つ 

あ
り
が
と
う
』を
合
言
葉
に
子
ど
も
た
ち
の『
心
と
体
』の

健
や
か
な
成
長
に
力
を
入
れ
、家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
育
っ
て
い
く
園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
園
で
は
、食
育
に
力
を
入
れ
、野
菜
の
栽
培
か
ら
ク
ッ

キ
ン
グ
体
験
、散
歩
や
園
外
保
育
を
通
し
て
自
然
の
中
で

の
び
の
び
と
遊
び
な
が
ら
多
く
の
感
動
体
験
が
で
き
る

保
育
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
園
な
ら
で
は
の
異
年
齢
活

動
に
も
力
を
入
れ
、『
な
か
よ
し
タ
イ

ム
』で
は
、み
ん
な
で
手
遊
び
や
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
一
緒
に
給
食
も
食
べ
た

り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、廃
材
を
利
用

し
て
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
の
品
物
を
作
り
、売
り
買
い
を

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。乗
り
物
や
剣
づ
く
り
な
ど
の

『
ご
っ
こ
遊
び
』に
使
う
も
の
も
自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
作

り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。近
く

に
は
小
・
中
学
校
も
あ
る
の
で
交
流
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、こ
れ
か
ら
も
幼
、保
、小
、中
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。園
の
目
標

に
も
あ
る
と
お
り
、明
る
い
笑
顔
と
元
気
パ
ワ
ー
を
さ

く
ら
こ
ど
も
園
か
ら
発
信
し
て
い
き
ま
す
。子
ど
も
た

ち
が
地
域
に
散
歩
に
出
掛
け
た
際
に
は
ぜ
ひ
、お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

さくらこども園さくらこども園

ジオサイトとしての魅力
　土肥金山がある、棚場火山（標高982ｍ）は百万年
前ごろの古い火山です。その火山活動により、土肥金
山や温泉など土肥地区の産業と観光に大きな恵みを
与えてくれています。
　このほか、伊豆半島には持越鉱山など日本有数の
金山もあり、日本屈指の『金』の半島として一世をふ
うびしました。

▲交通ルールを守ります

▲『おおきなかぶごっこ』
　「うんとこしょ、どっこ
　 いしょ」

土肥金山
と い き ん ざ ん

大地からの
贈り物
～ジオだより～

大地からの
贈り物
～ジオだより～

　市内には、魅力ある多くのジオサイトがあります。
ここでは、ジオサイトの紹介や取り組みについてご
紹介します。　　問合せ／観光交流課☎（72）9911

▲粘土あそび♪

歴史的背景について
　土肥金山は、江戸時代から昭和にかけて佐渡金山
に次ぐ生産量を誇り、伊豆最大の金山として栄えま
した。
　昭和40年に閉山されるまでの産出量は金40ｔ、銀
400ｔといわれてます。掘削坑道の総延長は100ｋｍ
以上に及ぶともいわれ、海底下まで伸びていました。
　現在では坑道の一部、約400ｍが保全および整備
されており、金と金採掘の歴史を知るアミューズメン
トパークとして多くの観光客が訪れる伊豆西海岸屈
指の観光施設となっています。

ジ　　　オジ　　　オ

た な ば か ざ ん

もちこし

し
ん
せ
き

　
私
の
家
系
は
代
々
、豆
腐
づ
く
り
を
営
ん
で

き
ま
し
た
。良
質
な
原
料
を
使
い
、こ
だ
わ
り

の
製
法
で
仕
上
げ
る
や
り
方
は
、創
業
百
年

以
上
経
っ
た
今
で
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。価

格
の
安
い
豆
腐
が
大
量
生
産
さ
れ
て
い
る
今

の
時
代
、日
本
の
伝
統
食
で
あ
る
豆
腐
の
本

来
の
良
さ
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
の
若

い
世
代
の
人
た
ち
か
ら
豆
腐
離
れ
を
食
い
止

め
る
に
は
、質
の
高
い
製
品
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

百
年
続
い
た
こ
だ
わ
り
の
味
を
こ
れ
か
ら
先

も
守
り
続
け
、伊
豆
の
地
で
少
し
で
も
新
世

代
の
食
文
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

小島 正太 さん小島 正太 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

　
こ
こ
天
城
の
地
に
会
社
を
移
し
て
か
ら

10
年
が
経
ち
、そ
の
間
ど
れ
だ
け
伊
豆
の

人
た
ち
に『
若
木
屋
』の
味
を
伝
え
ら
れ
て

こ
れ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、こ
の
先
も
自

分
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
こ
だ
わ
り
の

味
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
に
伝
え

て
行
く
こ
と
が
一
つ
の
目
標
で
す
。ま
た
、

最
近
で
は
後
継
者
が
い
な
い
た
め
に
廃
業

を
選
ぶ
経
営
者
も
増
え
て
い
る
中
、自
分

と
同
世
代
で
も
同
じ
よ
う
に
家
業
を
頑

張
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。仕
事
の
違
う
皆

さ
ん
と
も
っ
と
交
流
を
深
め
、業
種
問
わ
ず
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、少
し
で
も
伊
豆

市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
が
も
う
一
つ
の
目
標
で
す
。

今
後
の
目
標
や
夢

　
こ
だ
わ
り
路
線
一
本
で
製
品
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。豆
腐
、揚
げ
物
、湯
葉
、

ど
れ
を
取
っ
て
も
、製
造
に
は
と
て
も
神
経

を
使
い
ま
す
。大
豆
の
浸
漬
温
度
、煮
込
み

時
間
や
温
度
、凝
固
状
態
な
ど
、毎
日
微
妙

な
調
整
を
加
え
、独
自
の
味
を
作
り
出
し

て
い
ま
す
。そ
の
味
を
ど
こ
ま
で
追
求
で
き

る
か
が
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、や
り
が
い

で
も
あ
り
ま
す
。た
ま
に
得
意
先
の
ス
ー
パ

ー
さ
ん
で
買
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客

さ
ま
が
直
接
工
場
に
買
い
に
来
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
ほ
ん
と
、お
い
し
い
で

す
ね
〜
」。こ
の
一
言
を
い
た
だ
け
る
と
一

番
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

や
り
が
い

36歳 （月ケ瀬）36歳 （月ケ瀬）【趣味】
　仕事

【ストレス解消法】
　おいしいものを食べること

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕事
など、どのような思いで仕事に取り
組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（72）９９１０

有限会社 若木屋 取締役社長有限会社 若木屋 取締役社長
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お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8時 30 分から17時15分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
生
き

生
き
と
し
た
暮
ら
し
の
実
現
や
日
常
生
活

の
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
・
Ｂ
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
・
２
級
の
い
ず
れ
か
を

所
持
し
、
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

○
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
、
満
80
歳
以

上
（
昭
和
９
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
）
で
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

※
施
設
に
入
所
中
や
入
院
中
の
人
、『
い
き

い
き
パ
ス
』
を
購
入
し
た
人
は
対
象
外

で
す
。

助
成
額
／
１
万
２
千
円

（
１
０
０
円
券
１
２
０
枚
）

利
用
期
間
／
４
月
１
日
（
火
）
～
平
成
27

年
３
月
31
日
（
火
）

交
付
期
間
／
３
月
26
日
（
水
）
～
平
成
27

年
３
月
31
日
（
火
）

申
請
窓
口
／
社
会
福
祉
課
、
長
寿
介
護
課

お
よ
び
各
支
所

申
請
時
に
必
要
な
も
の
／

①
平
成
26
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー
等
利
用
券

交
付
申
請
書

※
対
象
者
に
は
、
３
月
下
旬
に
申
請
書
を

郵
送
し
ま
し
た
。

②
認
印

※
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
対
象
者

の
障
害
者
手
帳
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項
／
『
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利

用
券
』
お
よ
び
『
い
き
い
き
パ
ス
』
は
、

重
複
し
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

両
制
度
に
重
複
し
て
該
当
す
る
人
は
、
ご

自
身
に
合
っ
た
助
成
事
業
を
ど
ち
ら
か
選

択
の
上
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

○
障
が
い
者
…

　

社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

○
高
齢
者
…

　

長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
改
定
し
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
各
種
手
当
の
額
を

改
定
し
ま
す
。

手
当
月
額
／

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

１
級
４
９
９
０
０
円

　

２
級
３
３
２
３
０
円

○
特
別
障
害
者
手
当　

２
万
６
千
円

○
障
害
児
福
祉
手
当　

１
４
１
４
０
円

【
参
考
（
平
成
26
年
３
月
ま
で
）】

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

１
級
５
０
０
５
０
円

　

２
級
３
３
３
３
０
円

○
特
別
障
害
者
手
当　

２
６
０
８
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当　

１
４
１
８
０
円

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

軽
自
動
車
税
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

な
ど
を
対
象
に
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

減
免
を
受
け
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要
で

す
の
で
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
既
に
ほ
か
の
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、

総
合
等
級
に
よ
る
読
み
替
え
に
よ
り
対
象

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
／

４
月
21
日
（
月
）
～
５
月
26
日
（
月
）

申
請
場
所
／
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

申
請
に
必
要
な
物
／

①
障
が
い
の
程
度
が
分
か
る
物

　

障
害
者
手
帳
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）、

　

戦
傷
病
者
手
帳
な
ど

②
運
転
免
許
証

③
認
印

④
車
検
証

⑤
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
４

お
知
ら
せ

乳
幼
児
世
帯
へ
～
ご
み
袋
を
配
布
～

　

市
で
は
、
ご
み
袋
の
減
免
措
置
と
し
て
、

ま
た
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
申
請

に
よ
り
２
歳
未
満
の
乳
幼
児
一
人
に
つ
き

１
回
、
指
定
ご
み
袋
（
30
リ
ッ
ト
ル
）
を

一
括
配
布
し
て
い
ま
す
。

内
容
／

○
新
生
児
世
帯

　

出
生
届
時
に
満
２
歳
に
な
る
ま
で
の
枚

数
を
配
布
し
ま
す
。

○
新
生
児
以
外
の
世
帯

　

転
入
時
な
ど
、
申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら

満
２
歳
に
な
る
ま
で
の
月
数
に
10
を
乗
じ

た
枚
数
を
配
布
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物
／

○
認
印

○
お
子
さ
ん
の
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

物
（
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証
な

ど
）

申
請
先
／
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

就
学
援
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
お
子
さ
ん

を
小
・
中
学
校
へ
通
学
さ
せ
る
の
に
お
困

り
の
人
に
対
し
、
学
用
品
費
、
修
学
旅
行

費
、
給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教
育

委
員
会
で
援
助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人

①
保
護
者
が
障
が
い
者
（
両
親
と
も
に
）、

寡
婦
ま
た
は
寡
夫
な
ど
で
市
民
税
が
非

課
税
の
人

②
個
人
事
業
税
、
市
民
税
ま
た
は
固
定
資

産
税
の
減
免
世
帯
（
資
産
の
売
却
な
ど

に
よ
る
損
失
や
住
宅
取
得
控
除
は
除
く
）

③
国
民
年
金
掛
金
や
国
民
健
康
保
険
料
の

減
免
や
徴
収
の
猶
予
世
帯

④
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

⑤
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け

た
人

⑥
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て

い
る
人

⑦
①
～
⑥
に
該
当
し
な
い
が
、
経
済
的
に

困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
人

援
助
の
内
容
／
①
学
用
品
・
通
学
用
品
費
、

②
新
入
学
学
用
品
費
、
③
校
外
活
動
費
、

④
修
学
旅
行
費
、
⑤
給
食
費
、
⑥
医
療
費
、

⑦
体
育
実
技
用
具
費
（
中
学
校
の
み
）
の

う
ち
該
当
す
る
費
用

支
給
の
時
期
／
年
３
回
（
７
月
・
12
月
・

３
月
）
に
、各
学
校
を
通
じ
て
支
給
し
ま
す
。

申
請
方
法
／
お
子
さ
ん
の
通
学
し
て
い
る

学
校
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙

は
、
各
学
校
に
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間
／
４
月
分
か
ら
受
け
た
い
場
合

は
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
右
記
以
降
で
も
、
離
婚
や
失
業
な
ど
世

帯
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
随

時
申
請
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
し

た
月
に
よ
り
援
助
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
０

伊
豆
市
奨
学
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
将
来
有
望
な
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
高
校
生
や
大
学
生
に
、
学
費
や
通

学
費
と
な
る
奨
学
金
を
無
利
息
で
貸
与
し

ま
す
。
奨
学
金
は
、
卒
業
後
８
年
以
内
に

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
還
さ
れ
た

お
金
は
後
輩
の
奨
学
金
と
し
て
再
び
活
用

さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貸
与
月
額
（
上
限
額
）
／

○
高
等
学
校
…
１
万
６
千
円

○
専
門
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
（
大
学

院
含
む
）
…
２
万
円

申
請
期
間
／
４
月
分
か
ら
貸
与
を
受
け
た

い
場
合
は
、
４
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
０

出
張
年
金
相
談
（
要
予
約
）

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
や
、
請
求

手
続
き
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。　
　

と
き
／

６
月
４
日
（
水
）
10
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
本
人
ま
た
は
本
人
の
署
名
捺
印
の

あ
る
『
年
金
相
談
委
任
状
』
を
お
持
ち
の

代
理
人

予
約
開
始
／
５
月
１
日
（
木
）

予
約
・
問
合
せ
／

市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

※
次
回
開
催
日
９
月
３
日
（
水
）
の
予
約
は
、

８
月
１
日
（
金
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

４
月
か
ら
広
域
連
携
で

消
費
生
活
相
談
に
応
じ
ま
す

　

伊
豆
市
と
伊
豆
の
国
市
は
、
消
費
生
活

相
談
業
務
に
関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
伊
豆
市
・
伊
豆
の
国
市
の
市

民
は
、
ど
ち
ら
の
市
役
所
で
も
消
費
生
活

相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
内
容
や
個
人
情

報
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
／

時
間
は
、
ど
ち
ら
も
９
時
～
16
時
（
12
時

～
13
時
は
除
く
）
と
な
り
ま
す
。

■
伊
豆
市
役
所
市
民
課

相
談
日
／
毎
週
木
曜
日
（
年
末
年
始
・

祝
日
は
除
く
）

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

■
伊
豆
の
国
市
役
所
市
民
課
（
伊
豆
長
岡
庁
舎
）

相
談
日
／
毎
週
月
・
金
曜
日
（
年
末
年

始
・
祝
日
は
除
く
、
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）

問
合
せ
／
伊
豆
の
国
市
市
民
課

☎
０
５
５
（
９
４
８
）
２
９
０
１

※
消
費
生
活
相
談
員
が
不
在
の
日
は
、
市

職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の

販
売
店
が
追
加
さ
れ
ま
し
た 

○
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
修
善
寺
駅
前
店
（
柏
久

保
１
３
４
７
）
☎
（
73
）
０
２
８
０

○
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン
伊
豆
修
善
寺
大
平
店

（
大
平
８
８
４
―
１
）
☎
（
72
）
２
８
０
７

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

視覚障害

聴覚障害

平衡機能障害

音声機能障害

上肢機能障害

下肢機能障害

体幹不自由

肝臓機能障害

知的障害者

精神障害者

乳幼児期以前の
非進行性脳病変
による運動機能
障害

心臓・じん臓・呼吸器・
小腸・ぼうこうまたは
直腸機能	

ヒト免疫不全ウィルス
による免疫機能障害

上肢

移動

１級～『４級の１』

２級・３級

３級

３級（咽頭摘出に限る） ×

１級～『２級の４』

１級～3 級・5 級 １級～３級

１級～２級 (一上肢を含む )

１級～６級 １級～３級 (一下肢を含む )

１級・３級

１級～３級

１級～３級

障害程度が『重度（Ａ）』

１級

身体障害者など
本人が運転する場合

生計同一者または常時
介護者が運転する場合

※戦傷病者手帳をお持ちの人は、税務課にお問い合わせください。

❖減免対象となる障害の範囲❖

障害区分

１級～『３級の３』１級～６級
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お知らせ
地
籍
調
査
事
業
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
土
地
の
実
態
を
正
確
に
把
握

す
る
た
め
、『
国
土
調
査
法
』
に
基
づ
き
地

籍
調
査
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
調
査
を
実
施
す
る
地
区

は
次
の
と
お
り
で
す
。
対
象
地
区
の
皆
さ

ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
地
区
・
作
業
内
容
／

○
熊
坂
Ⅰ
地
区
（
八
幡
、
六
地
蔵
、
広
町
、

矢
崎
、
小
川
戸
）
…
成
果
の
閲
覧

○
熊
坂
Ⅱ
地
区
（
カ
ニ
ヤ
、
石
原
田
、
向

石
原
田
、
犬
野
）
…
一
筆
地
調
査

○
熊
坂
Ⅲ
地
区
（
稲
熊
、
高
見
山
畑
、
根

岸
）
…
一
筆
地
調
査
準
備

○
梅
木
Ⅱ
地
区
（
梅
木
橋
周
辺
か
ら
梅
木

発
電
所
ま
で
）
…
成
果
の
閲
覧

○
八
幡
Ⅰ
地
区
（
行
田
か
ら
原
畑
、
中
伊

豆
中
学
校
ま
で
）
…
一
筆
地
調
査

○
八
幡
Ⅱ
地
区
（
田
畑
、
法
華
堂
周
辺
か

ら
城
境
ま
で
）
…
一
筆
地
調
査
準
備

○
土
肥
Ⅸ
地
区
（
中
村
、
水
口
の
一
部
）

…
一
筆
地
調
査
準
備

※
『
成
果
の
閲
覧
』
と
は
、
地
籍
調
査
の

結
果
を
土
地
所
有
者
な
ど
に
確
認
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

※
『
一
筆
地
調
査
』
と
は
、
土
地
一
筆
ご

と
に
所
有
者
立
ち
会
い
の
も
と
、
所
有

者
、
境
界
、
地
目
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
で
す
。

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
１
０

登
録
統
計
調
査
員
募
集

　

市
で
は
、
国
な
ど
が
行
う
各
種
統
計
調

査
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
登
録
統
計
調

査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

統
計
調
査
員
の
仕
事
／
調
査
対
象
の
世
帯

や
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布
や

記
入
の
指
導
、
調
査
票
の
回
収
・
点
検
な

ど
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
／
20
歳
以
上
で
、
税
務
、
警
察
、

選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
人

待
遇
／
調
査
活
動
に
従
事
し
た
対
価
と
し

て
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
報
酬
は
1
調

査
に
つ
き
２
万
円
か
ら
４
万
円
程
度
で
す
。

※
調
査
の
種
類
や
内
容
、
受
け
持
ち
件
数

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

登
録
期
間
／

登
録
申
請
か
ら
平
成
26
年
度
末
ま
で

平
成
26
年
度
の
主
な
調
査
／

○
経
済
セ
ン
サ
ス 

― 

基
礎
調
査

○
商
業
統
計
調
査

○
全
国
消
費
実
態
調
査

○
工
業
統
計
調
査

○
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

※
調
査
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
調
査
の

種
類
や
規
模
、
地
域
の
状
況
な
ど
を
考

慮
し
ま
す
の
で
、
登
録
い
た
だ
い
て
も

ご
希
望
に
そ
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地
／

○
修
善
寺
地
区
…
愛
宕
団
地
（
１
戸
）
、

立
野
団
地
（
４
戸
）
、
椿
団
地
（
２
戸
）

○
土
肥
地
区
…
土
肥
団
地
（
２
戸
）

○
天
城
湯
ケ
島
地
区
…
新
青
羽
根
団
地

（
１
戸
）
、
宮
の
前
団
地
（
１
戸
）　

※
新
青
羽
根
団
地
は
、
高
校
生
以
下
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
世
帯
が
対
象
で
す
。

※
宮
の
前
団
地
は
、
単
身
で
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

家
賃
／
入
居
者
の
合
計
所
得
な
ど
に
よ
り

計
算
し
決
定
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

①
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と
（
60
歳
以
上
な

ど
、
単
身
で
も
可
能
な
場
合
あ
り
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
で
あ
る
こ
と

④
市
町
村
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人
が
設
定
で
き
る
こ
と
（
滞

納
が
な
い
な
ど
の
基
準
あ
り
）

⑦
賃
貸
契
約
時
に
家
賃
３
カ
月
分
に
相
当

す
る
敷
金
を
納
入
で
き
る
こ
と

入
居
予
定
／
６
月
上
旬
～

募
集
期
間
／

４
月
１
日
（
火
）
～
４
月
30
日
（
水
）

抽
選
会
・
入
居
説
明
会
／
対
象
者
に
通
知

提
出
書
類
／
次
の
書
類
を
土
地
対
策
課
ま

た
は
土
肥
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
入
居
申
込
書

②
入
居
者
全
員
の
住
民
票

③
入
居
者
全
員
（
学
生
以
外
）
の
所
得
課

税
証
明
（
平
成
24
年
分
）

④
納
税
証
明
書
（
平
成
25
年
度
）
（
所
得

証
明
書
の
な
い
人
は
非
課
税
証
明
書
）

⑤
障
害
者
手
帳
の
写
し
（
障
が
い
者
の
場

合
の
み
）

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
４

講
演
会『
乳
が
ん
の
早
期
発
見
と
治
療
』

（
参
加
無
料
・
申
し
込
み
不
要
）

　

伊
豆
市
保
健
委
員
会
で
は
、
が
ん
検
診

の
普
及
啓
発
・
受
診
率
向
上
に
向
け
た
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
最
近
増
え
て
い
る
乳
が
ん
に
つ
い

て
、
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
医
師
を
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

伊
豆
市
民
の
死
亡
原
因
第
1
位
は
が
ん

で
す
。
７
月
か
ら
始
ま
る
市
の
が
ん
検
診

も
含
め
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
検
診
で

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
る
よ
う
、

講
演
会
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
４
月
18
日
（
金
）
13
時
～
14
時
15
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

演
題
／
『
乳
が
ん
の
早
期
発
見
と
治
療
』

講
師
／
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー　

乳
が
ん
集
学
治
療
科
部
長　

山
﨑
誠
二
先
生

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

４
月
６
日
（
日
）
か
ら
４
月
15
日

（
火
）
ま
で
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

春
は
入
学
や
進
級
な
ど
、
始
ま
り
の
季

節
で
す
。
希
望
を
胸
に
学
校
へ
向
か
う
子

ど
も
た
ち
が
事
故
に
遭
う
こ
と
な
く
、
安

全
に
登
校
で
き
る
よ
う
、
力
を
合
わ
せ
て

子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ
て 
事
故
ゼ
ロ
へ

運
動
の
基
本
／

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点
／

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
（
特
に
新
入

学
児
童
）
の
交
通
事
故
防
止

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

修
善
寺
温
泉

交
通
規
制
（
一
方
通
行
・
大
型
車
両
通

行
禁
止
）
の
実
施
に
つ
い
て

　

東
駿
河
湾
環
状
道
路
が
開
通
し
、
沼
津

IC
か
ら
修
善
寺
温
泉
ま
で
の
所
要
時
間
が

約
30
分
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
圏

央
道
も
接
続
さ
れ
る
と
、
伊
豆
市
を
訪
れ

る
人
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

修
善
寺
温
泉
場
で
は
、
市
民
や
観
光
客

の
歩
行
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
４

月
１
日
（
火
）
か
ら
交
通
規
制
を
開
始
し

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／

修
善
寺
温
泉
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会

☎
（
72
）
２
５
０
１

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

施
設
の
利
用
料
・
使
用
料
な
ど
を

改
定
予
定
で
す

　

左
記
の
施
設
は
、
長
年
に
わ
た
り
使
用

料
な
ど
を
据
え
置
い
た
ま
ま
運
営
し
て
き

ま
し
た
が
、
管
理
経
費
が
年
々
増
加
し
て

お
り
、
今
後
の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
、

消
費
税
率
改
定
に
合
わ
せ
て
、
や
む
を
得

ず
利
用
料
金
、
使
用
料
な
ど
の
見
直
し
を

予
定
し
ま
す
。

　

今
後
も
施
設
の
適
正
な
管
理
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
施
設
・
問
合
せ

○
天
城
ふ
る
さ
と
広
場
（
山
荘
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
天
城
ド
ー
ム
、
体
育
館
、
野
球

場
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
室
内
練
習

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ヴ
ィ
ラ
天
城
、

ゴ
ル
フ
場
）

　

問
合
せ
／
天
城
ふ
る
さ
と
広
場

　

☎
（
87
）
１
８
０
０

○
天
城
会
館
（
劇
場
ホ
ー
ル
、
控
室
、
夕

　

鶴
記
念
館
）

　

問
合
せ
／
産
業
振
興
課

　

☎
（
72
）
９
９
１
０

○
湯
の
国
会
館
（
入
館
料
、
個
室
）

　

※
温
泉
ス
タ
ン
ド
利
用
料
金
は
、
据
え

　
　

置
き
と
な
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
湯
の
国
会
館

　

☎
（
87
）
１
１
９
２

○
天
城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
多
目
的

ホ
ー
ル
、
第
１
・
２
会
議
室
、
和
室
）

　

問
合
せ
／
農
林
水
産
課

　

☎
（
72
）
９
８
９
２

『
広
報
い
ず
』
は
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
『
広
報
い
ず
』

を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
役
所
・

各
支
所
を
は
じ
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
広
報
い
ず
』
配
置
場
所
／

○
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
市
内
各
店
舗

〇
サ
ー
ク
ル
Ｋ
市
内
各
店
舗

〇
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
市
内
各
店
舗

〇
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
市
内
各
店
舗

〇
ロ
ー
ソ
ン
市
内
各
店
舗

○
ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア

　

市
内
各
店
舗

〇
城
山
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

○
青
羽
根
郵
便
局

〇
中
伊
豆
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

〇
中
伊
豆
室
内
温
泉
プ
ー
ル 

ふ
れ
っ
ぷ

■
自
宅
な
ど
へ
『
広
報
い
ず
』
の
郵
送
を

希
望
す
る
人
へ

　

『
広
報
い
ず
』
は
、
自
治
会
や
各
区
な

ど
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
各
世
帯

へ
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
な
ど
へ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
人

で
、『
広
報
い
ず
』の
郵
送
を
希
望
す
る
場

合
は
、
お
申
し
込
み
の
上
、
郵
送
料
の
実

費
を
い
た
だ
く
こ
と
で
郵
送
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
送
料
／
１
カ
月
81
円

※
原
則
、
年
度
単
位
で
の
お
申
し
込
み
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
１
１
８
７

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

❖修善寺温泉交通規制図❖
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お知らせ
静
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
『
わ
か

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』
参
加
者
募
集

開
催
期
間
・
会
場
／

８
月
31
日
（
日
）
～
10
月
５
日
（
日
）

草
薙
総
合
運
動
場
ほ
か

※
各
競
技
の
開
催
日
お
よ
び
会
場
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
競
技
（
対
象
の
障
が
い
）
／

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身
体･

知
的･

精
神
）、
車
い
す
ダ
ン
ス
（
身
体
・
知
的
・

精
神
）、
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
（
知
的
）、

電
動
車
い
す
サ
ッ
カ
ー
（
身
体
）、
ボ
ウ
リ

ン
グ
（
身
体･

知
的･

精
神
）、
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
（
身
体
・
知
的
）、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

（
知
的･

精
神
）、
陸
上
競
技
（
身
体･

知

的
・
精
神
）、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
知
的
）、

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
身
体
）、
車

い
す
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
身
体
）、

卓
球
（
身
体･

知
的･

精
神
）、
ボ
ッ
チ
ャ

（
身
体･

知
的･

精
神
）、
サ
ッ
カ
ー
（
知

的
）、
グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

（
身
体
）、

水
泳
（
身
体･

知
的
・
精
神
）、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
（
身
体･

知
的･

精
神
）

申
込
期
間
／

４
月
14
日
（
月
）
～
５
月
16
日
（
金
）

申
込
窓
口
／

〇
個
人
競
技
…
社
会
福
祉
課

〇
団
体
競
技
…

　
（
財
）
静
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

平
成
26
年
4
月
伊
豆
市
制
施
行
10
周
年

　

伊
豆
市
は
、
４
月
１
日
（
火
）
に
10
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。
10
年
と
い
う
節

目
と
な
る
年
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
り
、
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
た
ふ
る

さ
と
の
魅
力
を
再
確
認
し
、
そ
れ
ら
を
未

来
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
記
念
事
業

を
開
催
し
ま
す
。

記
念
事
業
開
催
期
間
／
４
月
１
日
（
火
）

～
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

■ 

記
念
イ
ベ
ン
ト
（
4
月
～
5
月
）

　

市
主
催
事
業
と
、
10
周
年
の
冠
事
業
と

し
て
市
が
認
定
し
た
民
間
団
体
主
催
事
業

の
２
本
立
て
で
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

○
記
念
式
典
（
市
主
催
）

と
き
／
４
月
５
日
（
土
）
10
時
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
式
典
、
表
彰
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

○
第
21
回
菜
の
花
舞
台
（
民
間
主
催
）

　

田
ん
ぼ
に
咲
い
た
菜
の
花
と
レ
ン
ゲ
に

囲
ま
れ
た
特
設
舞
台
で
楽
し
む
舞
台
芸
術
。

と
き
／
４
月
12
日
（
土
）
17
時
30
分
～
、

４
月
13
日
（
日
）
11
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
小
土
肥
菜
の
花
舞
台
特
設
会
場

問
合
せ
／
菜
の
花
舞
台
実
行
委
員
会

☎
（
98
）
２
８
６
５

○
『
伊
豆
市
里
山
ル
ネ
サ
ン
ス
』

　

田
植
え
体
験
（
民
間
主
催
）

　

豊
か
な
自
然
環
境
と
里
山
風
景
を
、
市

民
や
宿
泊
者
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
す
。

と
き
／
５
月
４
日（
日
）～
５
日（
月
・
祝
）

各
日
と
も
に
10
時
～
12
時
、
14
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
修
善
寺

問
合
せ
／
ホ
テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
修
善
寺

☎
（
72
）
３
３
１
１

■ 

10
周
年
記
念
誌
の
配
布

　

市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
冊
子
を
４
月
下

旬
に
各
戸
に
配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
９
８
７
３

狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
初
心
者
講
習
会

　

講
習
を
受
け
た
人
に
『
利
用
者
証
』
を
発

行
。
次
回
か
ら
１
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

と
き
／
４
月
21
日
（
月
）
19
時
～

対
象
・
定
員
／
高
校
生
以
上
・
先
着
30
人

受
講
料
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
／
狩
野
ド
ー
ム

☎
（
87
）
１
６
１
１

■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
（
申
し
込
み
不
要
）

　

自
分
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

で
、
理
想
の
体
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
４
月
24
日
（
木
）
14
時
～
17
時

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

受
講
料
／
無
料
（
施
設
利
用
料
は
有
料
）

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服
装

内
容
／
機
器
の
説
明
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
相
談

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室
（
参
加
無
料
）

と
き
／
４
月
９
日
（
水
）
９
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
健
康
体
操
指
導
士 

大
路
環
さ
ん

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

期
間

問
合
せ

道の駅『天城越え』

  石
し ゃ く な げ

楠花まつり
　13,000 本、500 種類のシャクナゲが咲き
誇ります！期間中は、シャクナゲの苗の販
売や、スタンプラリーも行われます。ぜひ
お越しください。

《天城グリーンガーデン》
　昭和の森会館に隣接する 54,072㎡の天
城自然の楽園。4 月上旬～ 6 月中旬に天城
シャクナゲや西洋シャクナゲ、天城に自生
する山野草を見ることができます。

　　4 月 26 日（土）～ 5 月 11 日（日）
　　8 時 30 分～ 16 時 30 分

　　昭和の森会館 道の駅『天城越え』
　　☎（85）1110
　　ホームページは…

           　昭和の森会館  　　　検索

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑬

修
禅
寺
ゆ
か
り
の
宝
物
展
示
Ｖ

　

当
館
で
は
、
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
宝
物
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、
修

禅
寺
ゆ
か
り
の
寺
宝
を
紹
介
し
て
い
く

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
普
段
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
寺
宝
を
修
禅
寺
の
協
力
を
得

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
歴
代
ご
住
職
に
関
す
る
資

料
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
選
び
、
江

戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
さ
れ
た

二
十
九
世
仏
母
培
苗
や
、
中
興
の
祖
と

い
わ
れ
る
三
十
二
世
大
協
義
件
を
は
じ

め
、
三
十
八
世
浩
潤
球
学
、
三
十
九
世

天
真
絶
三
、
四
十
世
瑞
岳
廉
芳
の
頂
相

や
遺
墨
を
展
示
し
、
そ
の
人
と
な
り
を

紹
介
し
ま
す
。

☆
主
な
展
示
作
品

『
承
陽
大
師
肖
像
』
一
幅

『
仏
母
培
苗
頂
相
』
一
幅

『
浩
潤
球
学
肖
像
』
一
幅

『
天
真
絶
三
頂
相
』
一
幅

『
瑞
岳
廉
芳
頂
相
』
一
幅

『
西
来
祖
道
』
大
潤
宗
潭 

一
幅

『
婦
女
訓
』
浩
潤
球
学 

一
幅

☆
今
月
の
こ
の
一
点
！ 

『
西
来
祖
道
の
詩
』
大
潤
宗
潭 

一
幅

　

大
潤
宗
潭
老
師
（
１
８
６
０
～

１
９
２
１
）
は
、
愛
知
県
生
ま
れ

で
、
姓
は
丘
と
い
い
、
西
有
穆
山
に
つ

い
て
『
正
法
眼
蔵
』
を
参
究
し
て
そ
の

奥
義
を
究
め
、
明
治
32
年
に
曹
洞
宗
大

学
（
現
駒
沢
大
学
）
教
授
、
大
正
７
年

に
は
学
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
多
く
の
寺
の
寺
住
を
務
め
、
修

禅
寺
に
は
第
三
十
七
世
と
し
て
住
し
ま

し
た
。
明
治
40
年
、
修
禅
寺
を
訪
れ
た

東
宮
時
代
の
大
正
天
皇
が
、
庭
園
を
ご

覧
に
な
っ
て
『
東
海
第
一
園
』
と
激
賞

さ
れ
庭
園
名
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
に
東
宮
を
お
迎
え
に

な
っ
た
の
が
、
当
時
の
ご
住
職
で
あ
っ

た
宗
潭
老
師
で
し
た
。

　

本
墨
跡
は
、
曹
洞
宗
の
開
祖
道
元
禅

師
（
承
陽
大
師
）
の
詩
（
偈
）
を
宗
潭

老
師
が
書
し
た
大
幅
で
、
そ
の
筆
跡
か

ら
高
徳
な
人
柄
が
偲
ば
れ
ま
す
。

展
示
期
間
／

３
月
28
日
（
金
）
～
５
月
27
日
（
火
）

９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

今月の表紙
編
集
後
記

　今月の表紙は、3月4日
（火）に筏場のワサビ田で撮
影した市の花『ワサビの花』
です。1月～3月にかけて咲く
このとてもかわいらしい白い
花。皆さんは、市の花が『ワ
サビの花』ということをご存
じでしたか？伊豆市は4月で
10周年を迎えます。伊豆市の
ことをもっと知ってほしいと
思って撮影した１枚です。

木

▶
『
西
来
祖
道
の
詩
』
大
潤
宗
潭	

一
幅

伊豆市制施行 10 周年
2004ー2014

　このコーナーでは毎月、10周年記念イベントなど
をお知らせしていきます。イベントの詳細は、市
ホームページにも掲載しますのでご覧ください。

伊豆乃四姉妹

みんなで

盛り上げましょ♪

イベント、

とっても楽しみ♪

伊豆市の人口

（平成26年3月1日現在）
　　男：15,987人（－19）
　　女：17,439人（－41）
　　計：33,426人（－60）
世帯数：13,418世帯（－10）

※（　）内は前月比

　

４
月
で
す
。
伊
豆
市
も
、
い
よ
い
よ
合

併
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
早
い
よ
う
な

遅
い
よ
う
な
…
。
私
は
、
こ
の
10
年
の
約

半
分
で
あ
る
4
年
間
、
広
報
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
報
紙
作
り
は
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
の
戦
い
。
毎
月
締
め
切
り

に
追
わ
れ
、
月
日
の
経
つ
の
が
と
～
っ
て

も
早
く
感
じ
ま
す
。
あ
っ
と
い
う
間
で
し

た
が
、
そ
の
中
で
ヒ
ト
や
モ
ノ
な
ど
多
く

の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
一

つ
を
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
仕
事
に

遊
び
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
!!
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

　食育推進会議では、『野菜をしっかり食べて健康を維持しましょう』と
市民の皆さんに伝えています。私のオススメ野菜は、ダイコン！！おでん、
ふろふきダイコン、煮物、酢の物…そのほかさまざまな料理に使えます。
また、青首ダイコンは１年を通して出回っているので、いつでも使えて便
利です。暖かい季節になってきたので、そろそろサラダやスティックで食
べてみようかな。　　　　　　  　  伊豆市社会福祉協議会　三田 育代
　

試してクッキング！試してクッキング！

エビ団子と野菜
　　　　　  の炊き合わせ
エビ団子と野菜
　　　　　  の炊き合わせ

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊ ぷりっぷりのエビ団子と季節の野菜 ＊

 1人分
栄養価

◇エネルギー…129kcal　◇カルシウム…133mg
◇たんぱく質…15.5g  ◇脂質…1.1g  ◇食塩相当量…1.2ｇ

材　料　（4人分）　 作　り　方

①エビは殻と背ワタを除いて水気をふき、
包丁で粘りが出るまで叩いたら酒を
少々加えて混ぜる。

②タマネギはみじん切りにし、キッチンペ
ーパーで水気を絞り、片栗粉をまぶす。

③①に②、スキムミルク、塩、酒を加え、よ
く混ぜる。

④菜の花は食べやすい長さに切り、塩を入
れた熱湯でさっとゆでる。ニンジンは
花型に抜き、タケノコはくし型に切る。

⑤だしにニンジンとタケノコと【Ａ】を入
れ、ニンジンが軟らかくなるまで煮た
ら、③を12等分にしてスプーンで丸め
て落とし、静かに煮る。火が通ったら菜
の花を加えてさっと煮る。

◆エビ……… 210ｇ（正味）
◆タマネギ…………… 60ｇ
◆片栗粉…………  大さじ2
◆スキムミルク…  大さじ3
◆塩…………………… 少々
◆酒………………  大さじ3
◆ニンジン…………… 80ｇ
◆菜の花……………… 60ｇ
◆タケノコ…………… 80ｇ
◆だし………1と1/3カップ
◆【Ａ】
　◇みりん…大さじ1と1/3
　◇酒…………  大さじ2/3
　◇しょうゆ…  大さじ2/3
　◇塩…………  小さじ1/3

～野菜を食べて元気はつらつ！～

萩原 歩南ちゃん

　  はぎわら  ほなみ　　　

（瓜生野）

小森 穂乃花ちゃん

     こもり       ほのか　　　

（月ケ瀬）

山下 力輝ちゃん

      やました     りき　　　

（下白岩）

鈴木 和ちゃん

　      すずき    にこ　　　

（日向）
櫻井 七緒ちゃん      さくらい  ななお　　　

（牧之郷
）

若林 志保ちゃん
   わ

かばやし    しほ　　　

（堀切）

長岡 優輝ちゃん

　   ながおか  ゆうき　　　

（修善寺）

杉山 新菜ちゃん

　  すぎやま   にいな　　　

（上白岩）

鈴木 悠里奈ちゃん    すずき       ゆりな　　　

（市山）

土屋 優雅ちゃん

       つちや    ゆうが　　　

（大野）
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★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★そのほか、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー
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●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●1.6歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●2歳・2.6歳児歯科健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●1.6・2・2.6・3歳児健診
（土肥保健センター）
●フッ素塗布
（土肥保健センター）

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター）

●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児）
（中伊豆ふれあいプラザ）

こどもの日 振替休日みどりの日

憲法記念日

月5

●上下水道料金（土肥・天城・中伊豆）…………… 26日
●土肥地区温泉料金…………………………………… 26日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…水・木曜日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 5月は無休です。

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／28日（水）10時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／14日（水）9時～12時　
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／13日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111　

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／26日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
サポートセンターゆめワーク☎（75）5600
伊豆医療福祉センター☎055（949）1418

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課
問合せ／市民課☎（72）9858

※緊急の場合は１１９

5月
休日当番医

 3日 南雲整形外科クリニック（柏久保）☎（72）3111 
 4日 西脇内科（伊豆の国市大仁）☎（76）3712 
 5日 大和堂医院（修善寺）☎（72）0015
 6日 中伊豆リハビリテーションセンター（冷川）☎（83）2111 
 11日 大仁クリニック（伊豆の国市大仁）☎（76）2556 
 18日 田京診療所（伊豆の国市田京）☎（76）3201
 25日 矢田レディースクリニック（伊豆の国市宗光寺）☎（76）4550

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　11日(日)15時30分～16時
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  7日(水)・21日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　10日・24日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　8日・22日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学生低学年
　17日(土)14時～14時30分
★うりぼうおはないかい(天城)0歳～3歳
　 8日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　10日・24日(土)10時30分～11時

　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『のびのび広場』・『すいすい』・『ちびっこサロンわらぼ』は、
　９時～１５時

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

 園庭開放 　　実施日
 修善寺保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　実施日
のびのび広場（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 月（不定期）・毎週金曜日
すいすい（こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園） 毎週月～金曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

5
13日～15日、20日～22日、27日～29日
　　　　　　　　修禅寺御膳（予約制・有料）／修禅寺
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
24日　第10回桂座音楽会本選会／虹の郷
　　　　　　　　　　　　　※雨天時は、修善寺総合会館
28日～6月11日　ほたるの夕べ／赤蛙公園
下旬　狩野川鮎釣り解禁／天城湯ケ島・修善寺地区　
【花の見ごろ】
上旬　フジ棚／虹の郷
中旬～6月上旬　シャクナゲ・ミツバツツジ
　　　　　　　　　　　　／万二郎岳・万三郎岳周辺
中旬～6月上旬　バラ／虹の郷
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真】シャクナゲの花

13日～15日、20日～22日、27日～29日
　　　　　　　　修禅寺御膳（予約制・有料）／修禅寺
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
24日　第10回桂座音楽会本選会／虹の郷
　　　　　　　　　　　　　※雨天時は、修善寺総合会館
28日～6月11日　ほたるの夕べ／赤蛙公園
下旬　狩野川鮎釣り解禁／天城湯ケ島・修善寺地区　
【花の見ごろ】
上旬　フジ棚／虹の郷
中旬～6月上旬　シャクナゲ・ミツバツツジ
　　　　　　　　　　　　／万二郎岳・万三郎岳周辺
中旬～6月上旬　バラ／虹の郷
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真】シャクナゲの花

13日～15日、20日～22日、27日～29日
　　　　　　　　修禅寺御膳（予約制・有料）／修禅寺
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
24日　第10回桂座音楽会本選会／虹の郷
　　　　　　　　　　　　　※雨天時は、修善寺総合会館
28日～6月11日　ほたるの夕べ／赤蛙公園
下旬　狩野川鮎釣り解禁／天城湯ケ島・修善寺地区　
【花の見ごろ】
上旬　フジ棚／虹の郷
中旬～6月上旬　シャクナゲ・ミツバツツジ
　　　　　　　　　　　　／万二郎岳・万三郎岳周辺
中旬～6月上旬　バラ／虹の郷
　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

　　　　　　　　　　　　　　　　　【写真】シャクナゲの花



みんなの掲示板みんなの掲示板

　ＪＳＡとは、誰でも簡単にできるボールエクサ
サイズです。関節を緩め、動きを滑らかにするの
で驚くほど体の軽さを感じられます。
〇昼の部
　とき／14時30分～16時
　ところ／修善寺農村環境改善センター
　開催日／4月11日・18日・25日、5月9日・16日・
　23日・30日、6月6日・13日・20日
　（各金曜日）祝日は除く
○夜の部
　とき／19時～20時30分
　ところ／生きいきプラザ
　開催日／4月9日・16日・23日・30日、5月7日・
　14日・21日・28日、6月4日・11日
　（各水曜日）祝日は除く
講師／梅原 淳子インストラクター
参加料／
昼・夜の部ともに全10回3,000円、1回500円
持ち物／厚めの敷物（ヨガマット）
ボール代／1球1,000円
※ＪＳＡでは専用のボールを2球使用します。
※スロートレーニングで使用する簡易的なボー
　ルではできません。
その他／
○体験、見学もできます。
※体験には、参加費500円とボール2個のリース
　代が100円掛ります。
○申し込みは、随時受け付けています。
申込み・問合せ／ＮＰＯ法人伊豆市体育協会
☎（72）5935

❖平成26年度
ＪＳＡエクササイズ教室1期開催

　スロートレーニングとは、ヨガやストレッチな
どをゆっくりと行う運動で体幹部を鍛えます。ゆ
がみを直して健康な体をつくります。
とき／4月7日・14日・21日・28日、5月12日・19日・
26日、6月2日・9日・16日（各月曜日）
19時～21時
ところ／生きいきプラザ
持ち物／タオル、飲み物、ヨガマット、ボール（お
持ちの人）
※貸し出し用のマット、ボールを用意しています。
料金／○受講料：10回3,000円
　※お休みした場合でも返金しません。
○運営費：1年間1,000円（保険料含む）
その他／申し込みは、随時受け付けています。
申込み・問合せ／総合型地域スポーツクラブ
アルテ伊豆（修善寺体育館内）☎（72）5935

❖平成26年度
第1期スロートレーニング教室 受講者募集

とき／4月12日・19日、5月10日・24日、6月7日・
14日、7月5日・12日（各土曜日）
○幼児：9時50分～10時50分
○小学生：11時～12時
ところ／修善寺体育館
内容／マット運動、鉄棒、跳び箱、なわ跳びなど
講師／野木 篤さん　ほか
対象者・定員／幼児（年少以上）、小学生
各100人程度
参加料／1回300円
※会員は年間運営費（保険料含む）として
　1,000円、会員以外は1回500円が必要です。
持ち物／体育館シューズ、タオル、飲み物、体育
着（名札付き）
その他／申し込みは、随時受け付けています。
申込み・問合せ／総合型地域スポーツクラブア
ルテ伊豆（修善寺体育館内）☎（72）5935

❖総合型地域スポーツクラブ アルテ伊豆
『子ども体育教室』　1期会員募集

　手話の世界を皆さんはご存じですか？
　この講座では、手話で会話することの楽しさ
はもちろん、いろいろな手話の世界を知ること
ができます。一緒に勉強してみませんか？手話
ができるようになると余計に楽しくなりますよ！！
とき／5月26日(月)～（全40回）10時～12時
ところ／生きいきプラザ
参加費／無料　
※テキスト代の3,150円は自己負担です。
申込み／5月9日(金)までに、電話でお申し込み
ください。
申込み・問合せ／
社会福祉法人伊豆市社会福祉協議会
☎（83）3013

❖知ってみよう“手話の魅力”
～伊豆市手話奉仕員養成講座～

とき・内容／○第1火曜日 17時～19時45分 
　（エイズ検査、B型肝炎検査） 
○第2火曜日 9時～11時30分
　（エイズ検査、B型肝炎検査、C型肝炎検査）
○第3火曜日 13時～15時30分
　（エイズ検査、B型肝炎検査） 
○第4水曜日 9時～11時30分
　（エイズ検査、B型肝炎検査、C型肝炎検査）
※要予約のため詳細はお問い合わせください。
検査結果について／
○エイズ検査…採血後、約１時間半で分かりま
すが、確認検査が必要な場合は後日結果を説
明します。
○Ｃ型肝炎…2週間後に結果を郵送します。
ところ／県東部保健所（沼津市高島本町1-3）
問合せ／県東部保健所地域医療課
☎055（920）2109

❖HIV（エイズ）検査および
Ｂ型・Ｃ型肝炎検査などのご案内

とき／4月3日・10日・17日・24日、5月8日・15日・
22日・29日、6月5日・12日（各木曜日）
13時10分～14時（全10回）
※途中からの参加も受け付けます。
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
内容／顔つけ練習から２５ｍ泳げるようになる
のが目標
料金／初めての人は全10回受講無料
（入館料４1０円別途自己負担）
対象者／健康で水泳をやってみたい大人
定員／２０人
講師／伊豆スイムサポートスタッフ
申込方法／申込用紙に必要事項を記入し、提出
してください（用紙は『ふれっぷ』にあります）。
※電話でも受け付けます（仮申込み）。氏名、年
　齢、電話番号などをお知らせください。
申込み・問合せ／
中伊豆室内温水プールふれっぷ☎（７５）７５７５

❖顔つけから始めます
～大人初心者水泳教室～

❖ひざ痛・腰痛改善教室
参加者募集
　６０歳以上で、ひざ痛・腰痛などがあり、改善に
運動を勧められている人にお勧めします。
とき／4月4日・11日・18日・25日、5月9日・16日・
23日・30日、6月6日・13日（各金曜日）
９時２０分～１０時
ところ／中伊豆室内温水プールふれっぷ
内容／水中でのウォーキング、下肢の筋肉トレ
ーニング、バランスアップの片足止まりなど
対象／おおむね６０歳以上でひざ痛・腰痛などが
あり、運動が必要な人（要医者の許可）
定員／先着３０人
講師／伊豆スイムサポートスタッフ
持ち物／水着、水泳帽、タオル
その他／
〇事前にお電話でお申し込みください。
〇入館料４1０円は別途自己負担です。
申込み・問合せ／
中伊豆室内温水プールふれっぷ☎（75）7575



❖平成26年度
『元気づくり講座』受講生募集

とき／４月８日（火）20時～21時30分終了予定
（開場は19時30分）
ところ／修善寺総合会館大ホール
入場料／無料（ただし、伊豆市民に限る）
※入場の際、免許証や保険証などの伊豆市民と
　確認できるものをご提示ください。
※満席になり次第、入場をお断りします。
その他／詳細はお問い合わせください。
問合せ／
伊豆魅力（三力）プロジェクト　担当：植田
☎（87）1951

試験日／〇第一次試験：6月15日（日）
〇第二次試験：7月16日（水）～8月4日（月）
試験資格／〇昭和59年4月2日～平成5年4月1
日生まれの人〇平成5年4月2日以降生まれの人
で、大学を卒業した人および平成27年3月まで
に大学を卒業する見込みの人　など
申込期間／4月9日（水）9時～4月21日（月）、下
記アドレスへインターネットによる申し込み
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
問合せ／静岡労働局総務部総務課人事係
☎054（254）6326

　銃砲や刀剣類は、法律により所持することが
原則として禁じられていますが、美術品、骨董
品として価値のある古式銃砲や美術品として価
値のある刀剣は登録することにより所持するこ
とができます。
とき／５月13日（火）、12月９日（火）
9時 30分～ 11時 30分
ところ／県東部総合庁舎別館第４階第３会議室
その他／詳細はお問い合わせください。
問合せ／
静岡県文化財保護課☎054（221）3158

❖三遊亭円楽師匠　
ＪＬＣ寄席のご案内

❖若者交流施設『９izu』体験講座
『海藻おしば作り』参加者募集！！

❖平成26年度国家公務員採用
一般職試験（大卒程度試験）

❖平成26年度銃砲刀剣類登録
審査会のお知らせ（東部地区）

　カラフルな海藻を使ったアートと海の森のお話。
とき／4月23日(水)10時～12時
ところ／生きいきプラザ           
講師／海藻おしば協会会長 野田 三千代さん
定員・材料費／先着30人・1000円
持ち物／筆記用具、タオル
申込み・問合せ／4月21日(月)までにお申し込
みください。
伊豆市若者交流施設『９izu(クイズ)』
☎(88)9120

　伊豆保健医療センターでは『元気づくり講
座』の受講生を募集しています。
ところ／伊豆保健医療センター　健康教育室
内容／平成26年度は、『歳を重ねて、元気づく
り』 をテーマに 6 回の講座を開催します。
対象／伊豆市・伊豆の国市・函南町の住民
受講料／無料
その他／詳細はお問い合わせください。
申込み・問合せ／伊豆保健医療センター栄養科 
☎（76）5811

❖ゴールデンウィークは静岡市へ
ＧＷ限定優待キャンペーン！！
　市では、駿河湾海上交通や東駿河湾環状道路
の開通で、より身近になった静岡市との交流を
進めています。静岡市との連携をさらに深める
ため、昨年に引き続きゴールデンウィーク期間
中、伊豆市にお住まいの人を対象（免許証、保
険証などを提示）に、清水港付近の娯楽施設の
入場割引を行います。
　4月26日(土)～5月6日(火・祝)は、次の施設が
割引になります。
◆東海大学・海洋科学博物館、自然史博物館
　入館料共通券　　大人 1,800円→1,440円
　　　　　　　　　小人　 900円→720円
　海洋科学博物館　大人 1,500円→1,200円
　　　　　　　　　小人　 750円→600円
　自然史博物館　　大人 1,000円→800円
　　　　　　　　　小人　 500円→400円
◆静岡鉄道（株）日本平ロープウェイ
　大人運賃　往復1,000円→900円
　　　　　　片道　550円→500円
　小人運賃　往復　500円→450円
　　　　　　片道　280円→250円
◆フェルケール博物館
　入館料　大人　　400円→320円
　　　　　中高生　300円→240円
　　　　　小学生　200円→160円
◆エスパルスドリームプラザ
　ちびまる子ちゃんランド（入場料）
　　大人　500円→400円
　　小人　300円→200円
　観覧車ドリームスカイ（入場料）
　　大人500円、小人300円
　　※搭乗券購入後、係員に免許証、保険証な
　　　どを提示すると、100円キャッシュバック
　　　します。
問合せ／観光交流課☎ (72)9911
静岡市企画課☎ 054(221)1287

　ゴージャスなビックバンドの楽しさと、ひとと
きの心の癒しを味わってください。
とき／4月20日（日）13時開場 13時30分開演
ところ／生きいきプラザ
入場料／500円（中学生以下は無料）
その他／会場内に義援金箱を設置し、東日本大
震災津波被害の被災地に送ります。
問合せ／定期演奏会実行委員会 村田 幸雄
☎090（1９86）4894

❖ジャズオーケストラ
『ダンディーズ』第3回定期演奏会

❖浜名湖花博2014開催！！

　2004年に開催された『浜名湖花博』から10周
年を迎えるこの春。『浜名湖花博』の舞台となっ
た『浜名湖ガーデンパーク』
と浜松市の植物園『はまま
つフラワーパーク』を会場
に浜名湖花博10周年記念
事業と第31回全国都市緑
化しずおかフェアを同時開
催します。
とき／
◆はままつフラワーパーク会場
　３月21日（金・祝）～６月15日（日）８時～18時
◆浜名湖ガーデンパーク会場
　４月５日（土）～６月15日（日）９時30分～17時
内容／
◆はままつフラワーパーク会場
　四季折々の花々が織りなす憩いのガーデン。
3,000種の植物が描く美しい風景のほか季節ご
とに展示が変わる大温室や音楽に合わせて水が
躍る大噴水ショー、汽車型園内バスのフラワート
レイン、立ち入り自由の芝生広場が楽しめます。
◆浜名湖ガーデンパーク会場
　湖のほとりの美しい自然と、開放感あふれる
景観。園内には高さ50mの展望塔をはじめ、花
と緑が織りなす彩の空間『花の美術館』や東西
に伸びる水路を運行する『遊覧船クルーズ』など
の施設があり、子どもからお年寄りまで誰もが
気軽に楽しむことができます。
入場券／
○普通入場券（どちらかの会場に１回入場）
　大人800円、小・中学生400円
○セット入場券（両会場に１回ずつ入場）
　大人1,400円、小・中学生700円
○２会場全期間入場券（開催期間中、両会場と
　も入退場自由）
　大人4,000円、小・中学生2,000円
※会場内駐車場は別途有料となります。
詳細は、
問合せ／浜名湖花博2014実行委員会事務局　
☎053(488)1811

▲浜名湖花博2014
　マスコットキャラクター

浜名湖花博2014 検索
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